
(57)【要約】
超低イソフラボン含有量および高サポニン含有量を有する大豆タンパク質物質は、大豆粉
またはフレークから繊維を除去することにより得られる大豆タンパク質物質から吸着によ
りイソフラボンを除去することを包含するプロセスにより生産される。大豆タンパク質物
質はまた、高窒素溶解性指数（「ＮＳＩ」）を有する。低イソフラボン、高大豆サポニン
大豆タンパク質物質は、少なくとも約５５．０重量％のタンパク質、約２００μｇ／ｇ（
総乾燥物）未満のイソフラボン、および少なくとも約１０００μｇ／ｇ（総乾燥物）のソ
ヤサポゲノールを有する。低イソフラボン、高サポニン大豆タンパク質物質を生産するプ
ロセスは、脱脂大豆物質から繊維を除去すること、および液体（これは、次に低温殺菌さ
れる）を得ることを包含する。次に、糖および他の低分子量成分が、膜分離を用いて液体
から任意に除去されて、最終物質のタンパク質含有量を増加させる。得られた液体または
濃縮液は、イソフラボンの吸着除去に付され、任意に低温殺菌され、噴霧乾燥される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 総 乾 燥 物 の 少 な く と も 約 ５ ５ ． ０ 重 量 ％ の タ ン パ ク 質 含 有 量 、
　 約 ２ ０ ０ μ ｇ ／ ｇ （ 総 乾 燥 物 ） 未 満 の イ ソ フ ラ ボ ン 含 有 量 、 お よ び
　 少 な く と も 約 １ ０ ０ ０ μ ｇ ／ ｇ （ 総 乾 燥 物 ） の ソ ヤ サ ポ ゲ ノ ー ル 含 有 量 を 特 徴 と す る 大
豆 タ ン パ ク 質 物 質 。
【 請 求 項 ２ 】
　 少 な く と も 約 ７ ０ ％ の 窒 素 溶 解 性 指 数 （ 「 Ｎ Ｓ Ｉ ） ） を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 イ ソ フ ラ ボ ン 含 有 量 は 、 約 １ ５ ０ μ ｇ ／ ｇ （ 総 乾 燥 物 ） 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 タ ン パ ク 質 含 有 量 は 、 総 乾 燥 物 の 少 な く と も 約 ６ ５ ． ０ 重 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 タ ン パ ク 質 含 有 量 は 、 総 乾 燥 物 の 少 な く と も 約 ９ ０ ． ０ 重 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 。
【 請 求 項 ６ 】
　 総 乾 燥 物 の 約 ３ ． ０ 重 量 ％ 未 満 の 粗 繊 維 含 有 量 、
　 少 な く と も 約 １ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｇ の キ モ ト リ ブ シ ン 阻 害 剤 （ 「 Ｃ Ｉ 」 )含 有 量 、
　 約 １ ０ ． ０ ｍ ｌ 未 満 の 沈 降 物 の 溶 解 性 指 数 、 お よ び
　 前 記 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 の 約 １ ２ ． ０ 重 量 ％ の 溶 液 が 約 ２ ２ ℃ の 温 度 で 水 中 に 再 構 成 さ
れ る 場 合 の 約 ５ ０ ０ セ ン チ ポ ア ズ （ ｃ ｐ ） 未 満 の 粘 度
の 少 な く と も １ つ を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 大 豆 タ ン パ ク 質 物
質 。
【 請 求 項 ７ 】
（ ａ ） 実 質 的 に 脱 脂 さ れ た 大 豆 物 質 を 供 給 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 物 質 を 水 と 混 合 す る 工 程 、 お よ び 前 記 物 質 か ら タ ン パ ク 質 を 抽 出 す る 工 程 、
（ ｃ ） 不 溶 分 を 除 去 し 、 液 体 を 生 産 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 液 体 を 加 熱 処 理 す る 工 程 、 お よ び
（ ｅ ） 前 記 液 体 を 吸 着 プ ロ セ ス に 付 し 、 イ ソ フ ラ ボ ン が 吸 着 に よ り 除 去 さ れ る 工 程
を 特 徴 と す る 、 大 豆 タ ン パ ク 質 製 品 を 生 産 す る 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 吸 着 工 程 （ ｅ ） の 後 に 、 （ ｆ ） 前 記 液 体 を 乾 燥 さ せ 、 固 体 形 態 の 大 豆 タ ン パ ク 質 物
質 を 供 給 す る 、 さ ら な る 工 程 を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 加 熱 処 理 工 程 （ ｄ ） の 後 に 、 前 記 液 体 を 限 外 濾 過 に 付 し て 、 濃 縮 液 を 得 る 、 さ ら な
る 工 程 を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 限 外 濾 過 工 程 は 、
　 前 記 限 外 濾 過 工 程 が 、 約 ２ ５ ℃ ～ 約 ６ ５ ℃ の 温 度 で 実 施 さ れ る こ と 、 お よ び 、
　 約 ５ ， ０ ０ ０ ～ 約 ６ ０ ， ０ ０ ０ の 分 子 量 カ ッ ト オ フ を 有 す る 限 外 濾 過 膜 を 用 い て 実 施 さ
れ る こ と
の 少 な く と も １ つ を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 混 合 す る 工 程 （ ｂ ） は 、
　 ス ラ リ ー の ｐ Ｈ を 約 ６ ． ８ ～ 約 １ ０ ． ０ に 調 製 す る こ と 、 お よ び
　 約 ５ ． ０ 重 量 ％ ～ 約 １ ５ ． ０ 重 量 ％ （ 固 形 分 ） の レ ベ ル で 前 記 物 質 を 水 と 混 合 す る こ と
の 少 な く と も １ つ を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ な い し １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 が 、
　 総 乾 燥 物 の 少 な く と も 約 ５ ５ ． ０ 重 量 ％ の タ ン パ ク 質 含 有 量 、
　 約 ２ ０ ０ μ ｇ ／ ｇ （ 総 乾 燥 物 ） 未 満 の イ ソ フ ラ ボ ン 含 有 量 、 お よ び
　 少 な く と も 約 １ ０ ０ ０ μ ｇ ／ ｇ （ 総 乾 燥 物 ） の ソ ヤ サ ポ ゲ ノ ー ル 含 有 量 で あ る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 ［ 発 明 の 分 野 ］
　 本 発 明 は 、 低 イ ソ フ ラ ボ ン 高 サ ポ ニ ン 植 物 質 、 お よ び そ れ を 生 産 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 ［ 関 連 出 願 の 相 互 参 照 ］
　 本 出 願 は 、 米 国 特 許 法 ３ ５ Ｕ Ｓ Ｃ １ １ ９ （ ｅ ） の 下 、 ２ ０ ０ ２ 年 ５ 月 ７ 日 に 出 願 さ れ た
高 溶 解 性 イ ソ フ ラ ボ ン 除 去 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 を 生 産 す る 方 法 お よ び そ の 製 品 (PROCESS F
OR PRODUCING HIGH SOLUBILITY, ISOFLAVONES-DEPLETED SOY PROTEIN MATERIAL AND THE 
PRODUCT THEREOF)と い う 表 題 の 米 国 仮 特 許 出 願 第 ６ ０ ／ ３ ７ ８ ， ６ １ ８ 号 の 有 益 性 を 主 張
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 ［ 発 明 の 背 景 ］
　 関 連 技 術 の 説 明
　 大 豆 タ ン パ ク 質 の 有 益 性 は 十 分 文 書 で 立 証 さ れ て い る 。 コ レ ス テ ロ ー ル は 、 工 業 世 界 全
体 に わ た っ て 消 費 者 に 関 す る 主 要 な 関 心 で あ る 。 植 物 製 品 は コ レ ス テ ロ ー ル を 含 有 し な い
こ と が よ く 知 ら れ て い る 。 数 十 年 の 間 に 、 栄 養 研 究 に よ り 、 食 物 中 に 大 豆 タ ン パ ク 質 が 含
ま れ る こ と に よ り 、 危 険 性 の あ る 人 々 に お い て 実 際 に 血 清 コ レ ス テ ロ ー ル レ ベ ル を 低 減 さ
せ る こ と が 示 さ れ て き た 。 コ レ ス テ ロ ー ル が 高 い ほ ど 、 大 豆 タ ン パ ク 質 は そ の レ ベ ル を 低
減 さ せ る の に よ り 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 大 豆 は 、 穀 類 お よ び 豆 類 す べ て の う ち で 最 も 高 い タ ン パ ク 質 含 有 量 を 有 す る 。 特 に 、 大
豆 は 、 約 ４ ０ ． ０ 重 量 ％ の タ ン パ ク 質 を 有 す る の に 対 し て 、 他 の 豆 類 は ２ ０ ． ０ ～ ３ ０ ．
０ 重 量 ％ の タ ン パ ク 質 を 有 し 、 穀 類 は 約 ８ ． ０ ～ １ ５ ． ０ 重 量 ％ の タ ン パ ク 質 を 有 す る 。
大 豆 は ま た 、 主 と し て 炭 水 化 物 の 残 存 乾 燥 物 （ ３ ５ ． ０ 重 量 ％ ） と と も に 約 ２ ０ 重 量 ％ の
油 を 含 有 す る 。 湿 量 基 準 （ そ の ま ま の 状 態 ） で 、 大 豆 は 、 約 ３ ５ 重 量 ％ の タ ン パ ク 質 、 約
１ ７ ． ０ 重 量 ％ の 油 、 約 ３ １ ． ０ 重 量 ％ の 炭 水 化 物 、 お よ び 約 ４ ． ４ 重 量 ％ の 灰 分 を 含 有
す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 大 豆 に お い て 、 タ ン パ ク 質 お よ び 脂 質 の 両 方 が 、 大 豆 の 使 用 可 能 な 果 肉 （ い わ ゆ る 子 葉
） 中 に 含 有 さ れ る 。 複 雑 な 炭 水 化 物 （ ま た は 食 物 繊 維 ） も ま た 、 子 葉 の 細 胞 壁 に 含 有 さ れ
る 。 細 胞 の 外 層 （ い わ ゆ る 種 皮 ） は 、 大 豆 総 重 量 の 約 ８ ． ０ 重 量 ％ を 構 成 す る 。 生 の さ や
を む い た 大 豆 は 、 種 類 に よ る が 、 お よ そ １ ８ ． ０ 重 量 ％ の 油 、 １ ５ ． ０ 重 量 ％ の 可 溶 性 炭
水 化 物 、 １ ５ ． ０ 重 量 ％ の 不 溶 性 炭 水 化 物 、 １ ４ ． ０ 重 量 ％ の 水 分 お よ び 灰 分 、 な ら び に
３ ８ ． ０ 重 量 ％ の タ ン パ ク 質 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 加 工 処 理 で は 、 大 豆 は 、 色 お よ び 大 き さ に 関 し て 慎 重 に 選 択 さ れ る 。 次 に 、 大 豆 を 清 浄
化 し て 、 調 整 し て （ 外 皮 の 除 去 を よ り 容 易 に す る た め ） 、 砕 い て 、 皮 を む い て 、 ロ ー ル で
つ ぶ し て フ レ ー ク に す る 。 油 を 除 去 す る 溶 媒 浴 に フ レ ー ク を さ ら す 。 溶 媒 を 除 去 し て 、 フ
レ ー ク を 乾 燥 さ せ 、 大 豆 タ ン パ ク 質 製 品 す べ て の 基 盤 と な る 脱 脂 大 豆 フ レ ー ク を 創 出 す る
。 市 場 で 製 品 が 多 数 あ る に も 関 わ ら ず 、 た っ た ３ つ の タ イ プ の 脱 脂 大 豆 タ ン パ ク 質 製 品 （
粉 、 濃 縮 物 お よ び 単 離 物 ） が 存 在 す る に 過 ぎ な い 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 大 豆 粉 は 、 お よ そ ５ ０ ． ０ 重 量 ％ の タ ン パ ク 質 含 有 量 を 有 す る 最 も 単 純 な 形 態 の 大 豆 タ
ン パ ク 質 で あ る 。 脱 脂 フ レ ー ク を 単 に す り 砕 い て 、 ふ る い に か け る こ と に よ り 、 大 豆 粉 が
生 産 さ れ る 。 こ の 単 純 な 加 工 処 理 に よ り 大 豆 の 特 徴 の 多 く が 大 豆 粉 に 残 っ た ま ま で あ る 。
加 工 処 理 の 不 足 が ま た 、 大 豆 粉 を 品 質 に 関 し て 非 常 に 様 々 な も の に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 大 豆 粉 お よ び グ リ ッ ト は 、 依 然 と し て 広 範 に 生 産 さ れ 、 焼 き 菓 子 、 ス ナ ッ ク 食 品 お よ び
ペ ッ ト フ ー ド の 用 途 で は 最 も 頻 繁 に 使 用 さ れ て お り 、 こ の 用 途 で は 高 風 味 特 性 は 問 題 を 課
さ な い 。 型 押 し (textured)大 豆 粉 は 、 肉 製 品 の 外 見 を 模 倣 ま た は 増 強 す る 際 の 初 期 の 試 み
で あ る 。 型 押 し す る こ と に よ り 大 豆 粉 の 組 成 は 変 化 せ ず 、 ほ ん の わ ず か に 風 味 特 性 を 減 少
さ せ る 。 そ の 主 要 な 用 途 は 、 安 価 な 肉 製 品 ま た は ペ ッ ト フ ー ド で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 大 豆 濃 縮 物 は 、 乾 燥 し た 重 量 に 基 づ い て 少 な く と も ６ ５ ． ０ 重 量 ％ の タ ン パ ク 質 を 有 す
る 。 大 豆 タ ン パ ク 質 濃 縮 物 は 、 脱 脂 大 豆 果 肉 か ら 可 溶 性 炭 水 化 物 物 質 を 除 去 す る こ と に よ
り 作 製 さ れ る 。 ア ル コ ー ル 水 溶 液 抽 出 （ ６ ０ ～ ８ ０ ％ エ タ ノ ー ル ） ま た は 酸 浸 出 （ 等 電 点
沈 殿 ） が 炭 水 化 物 除 去 に 関 し て 最 も 一 般 的 な 手 段 で あ る 。 し か し な が ら 、 ア ル コ ー ル 水 溶
液 抽 出 お よ び 酸 浸 出 の 両 方 に お い て 、 本 質 的 に す べ て の タ ン パ ク 質 が 不 溶 性 と な る 。 タ ン
パ ク 質 の 溶 解 性 は 、 中 和 に よ り 酸 浸 出 生 成 物 に お い て 部 分 的 に 回 復 さ れ る 場 合 も あ る 。 ま
た 、 ア ル コ ー ル 水 溶 液 抽 出 で は 、 イ ソ フ ラ ボ ン お よ び サ ポ ニ ン が ア ル コ ー ル 相 に 抽 出 さ れ
、 続 い て 廃 棄 さ れ て し ま う 。 し た が っ て 、 ア ル コ ー ル 水 溶 液 抽 出 を 用 い て 生 産 さ れ る 大 豆
タ ン パ ク 質 濃 縮 物 は 、 せ い ぜ い ほ ん の 少 量 の イ ソ フ ラ ボ ン お よ び サ ポ ニ ン を 有 す る に 過 ぎ
な い 。 加 工 食 品 、 肉 、 家 禽 、 魚 、 穀 類 お よ び 乳 製 品 系 に お い て 大 豆 濃 縮 物 お よ び 型 押 し 濃
縮 物 に 関 し て 無 数 の 用 途 が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 単 離 物 は 、 標 準 的 な 化 学 的 単 離 に よ り 生 産 さ れ 、 可 溶 化 （ ｐ Ｈ ７ ～ １ ０ で の ア ル カ リ 抽
出 ） お よ び 単 離 、 続 く 等 電 点 沈 殿 に よ り 脱 脂 フ レ ー ク か ら タ ン パ ク 質 を 抜 き 出 す 。 結 果 と
し て 、 単 離 物 は 、 乾 燥 し た 重 量 に 基 づ い て 少 な く と も ９ ０ ． ０ 重 量 ％ の タ ン パ ク 質 で あ る
。 単 離 物 は 、 と き ど き ナ ト リ ウ ム お よ び ミ ネ ラ ル （ 灰 分 含 有 量 ） が 高 く 、 こ れ は そ れ ら の
用 途 を 制 限 し 得 る 特 性 で あ る 。 そ の 主 要 な 用 途 は 、 乳 幼 児 用 製 品 お よ び 代 用 乳 な ど に 見 ら
れ る よ う な 乳 製 品 代 用 品 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 イ ソ フ ラ ボ ン は 、 大 豆 の よ う な 植 物 性 タ ン パ ク 質 物 質 を 含 む 各 種 マ メ 植 物 お よ び 脂 肪 種
子 に 見 ら れ る 。 こ れ ら の 化 合 物 と し て 概 し て 、 ダ イ ジ ン 、 ６ ” － Ｏ － ア セ チ ル ダ イ ジ ン 、
６ ” － Ｏ － マ ロ ニ ル ダ イ ジ ン 、 ダ イ ゼ イ ン 、 ゲ ニ ス チ ン 、 ６ ” － Ｏ － ア セ チ ル ゲ ニ ス チ ン
、 ６ ” － Ｏ － マ ロ ニ ル ゲ ニ ス チ ン 、 ゲ ニ ス テ イ ン 、 グ リ シ チ ン 、 ６ ” － Ｏ － マ ロ ニ ル グ リ
シ リ ン 、 グ リ シ テ イ ン 、 ビ オ カ ニ ン Ａ 、 お よ び フ ォ ル モ ノ ネ チ ン が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 近 年 、 大 豆 の よ う な 植 物 性 タ ン パ ク 質 に 含 有 さ れ る イ ソ フ ラ ボ ン が 、 乳 癌 細 胞 、 前 立 腺
癌 細 胞 お よ び 結 腸 癌 細 胞 の よ う な ヒ ト 癌 細 胞 の 成 長 を 阻 害 し 得 る と 提 唱 さ れ て い る 。 さ ら
に 、 イ ソ フ ラ ボ ン は ま た 、 例 え ば リ ポ タ ン パ ク 質 お よ び 低 密 度 コ レ ス テ ロ ー ル を 含 む ア テ
ロ ー ム 性 動 脈 硬 化 症 の レ ベ ル を 低 減 さ せ る こ と に よ り 、 お よ び 内 皮 依 存 性 血 管 拡 張 応 答 を
増 加 さ せ る こ と に よ り 、 心 血 管 の 危 険 因 子 を 減 少 さ せ る と も 提 唱 さ れ て い る 。 イ ソ フ ラ ボ
ン は ま た 、 骨 粗 し ょ う 症 を 防 止 す る 際 お よ び 更 年 期 症 候 群 を 治 療 す る 際 に か な り の 展 望 を
示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 イ ソ フ ラ ボ ン 化 合 物 は 、 大 豆 の よ う な 植 物 性 タ ン パ ク 質 物 質 に お け る 固 有 の 苦 味 の あ る
風 味 と 関 連 し て い る 。 タ ン パ ク 質 単 離 物 お よ び タ ン パ ク 質 濃 縮 物 の よ う な か か る タ ン パ ク
質 物 質 の 商 業 生 産 で は 、 イ ソ フ ラ ボ ン 化 合 物 を 除 去 す る こ と に 焦 点 が 当 て ら れ て い る 。 例
え ば 、 大 豆 タ ン パ ク 質 単 離 物 の 生 産 に 関 す る 慣 例 の プ ロ セ ス で は 、 タ ン パ ク 質 を 可 溶 化 さ
せ る た め に タ ン パ ク 質 の 等 電 点 以 上 の ｐ Ｈ を 有 す る 水 性 媒 質 で 大 豆 フ レ ー ク を 抽 出 す る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-524406 A 2005.8.18



タ ン パ ク 質 を 含 有 す る 抽 出 物 は 、 不 溶 性 繊 維 物 質 か ら 分 離 さ れ て 、 タ ン パ ク 質 抽 出 物 を 供
給 す る 。 た い て い の イ ソ フ ラ ボ ン は 、 抽 出 物 な ら び に タ ン パ ク 質 に 可 溶 化 さ れ る 。 酸 浸 出
、 す な わ ち 酸 を 用 い て 抽 出 物 の ｐ Ｈ を タ ン パ ク 質 の ほ ぼ 等 電 点 に 、 大 豆 に 関 し て は 通 常 ４
． ２ ～ ４ ． ６ に 調 節 す る こ と に よ り 、 タ ン パ ク 質 を 沈 殿 さ せ る 。 続 い て 、 沈 殿 し た タ ン パ
ク 質 を 抽 出 物 か ら 分 離 す る 。 ほ と ん ど の イ ソ フ ラ ボ ン は 、 抽 出 物 か ら の 沈 殿 し た タ ン パ ク
質 （ カ ー ド ） の 分 離 後 に 抽 出 物 に 可 溶 化 さ れ た ま ま で あ る が 、 イ ソ フ ラ ボ ン の 幾 ら か は 通
常 沈 殿 し た カ ー ド に 存 在 す る 。 抽 出 物 か ら 沈 殿 し た タ ン パ ク 質 カ ー ド を 分 離 し た 後 、 抽 出
物 お よ び そ こ に 可 溶 化 さ れ た イ ソ フ ラ ボ ン は 通 常 廃 棄 さ れ る 。 分 離 さ れ た タ ン パ ク 質 中 に
残 さ れ た 任 意 の 残 存 イ ソ フ ラ ボ ン は 、 タ ン パ ク 質 の 徹 底 し た 洗 浄 に よ り 除 去 さ れ て 、 確 実
に イ ソ フ ラ ボ ン に 関 連 し た 風 味 が タ ン パ ク 質 に 存 在 し な い よ う に す る 。 ま た 、 先 述 の 洗 浄
プ ロ セ ス は 、 サ ポ ニ ン な ら び に イ ソ フ ラ ボ ン を 除 去 す る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 問 題 と し て は 、 等 電 点 沈 殿 が タ ン パ ク 質 の 溶 解 性 を 減 少 さ せ る 。 し た が っ て 、 先 述 の プ
ロ セ ス を 用 い て 作 製 さ れ る 大 豆 濃 縮 物 お よ び 単 離 物 は 通 常 、 典 型 的 に 約 ７ ０ ％ 未 満 で あ る
そ れ ら の 低 窒 素 溶 解 性 指 数 （ 「 Ｎ Ｓ Ｉ 」 ） に よ り 示 さ れ る よ う に 低 溶 解 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 大 豆 は 、 約 ０ ． ５ 重 量 ％ の サ ポ ニ ン を 含 有 す る 。 大 豆 サ ポ ニ ン は 、 ２ ０ 世 紀 初 期 以 来 研
究 の 対 象 に な っ て い る 。 こ れ ら の 化 合 物 は 、 様 々 な 糖 お よ び ア セ チ ル 部 分 を 有 す る ト リ テ
ル ペ ノ イ ド 骨 格 か ら 構 成 さ れ る 。 現 在 の コ ン セ ン サ ス は 、 ソ ヤ サ ポ ゲ ノ ー ル Ａ 、 Ｂ お よ び
Ｅ が 真 の ア グ リ コ ン で あ る 一 方 で 、 ソ ヤ サ ポ ゲ ノ ー ル Ｃ お よ び Ｄ は 、 そ れ ら の 単 離 の プ ロ
セ ス 中 に 見 ら れ る 加 水 分 解 の 加 工 品 で あ る こ と で あ る 。 相 当 す る グ リ コ シ ド は 、 そ れ ぞ れ
い わ ゆ る 「 Ａ 群 サ ポ ニ ン 」 、 「 Ｂ 群 サ ポ ニ ン 」 、 お よ び 「 Ｅ 群 サ ポ ニ ン 」 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 大 豆 サ ポ ニ ン は 、 癌 予 防 用 の 有 望 な 作 用 因 子 と な る 抗 変 異 原 性 特 性 を 示 す こ と が 提 唱 さ
れ て い る 。 さ ら に 、 Ｂ 群 大 豆 サ ポ ニ ン は 、 ヒ ト 免 疫 不 全 ウ イ ル ス （ Ｈ Ｉ Ｖ ） の ｉ ｎ 　 ｖ ｉ
ｔ ｒ ｏ で の 複 製 に 対 し て 顕 著 な 抑 制 効 果 を 示 す と 提 唱 さ れ て い る 。 大 豆 サ ポ ニ ン の 化 学 構
造 は 、 既 知 の 抗 ウ イ ル ス 剤 で あ る 化 合 物 グ リ チ ル リ ジ ン の 構 造 と 非 常 に 類 似 し て お り 、 し
た が っ て 大 豆 サ ポ ニ ン は 、 抗 ウ イ ル ス 医 薬 化 合 物 の 合 成 用 の 構 成 単 位 と し て 展 望 を 示 し て
い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 非 常 に 大 量 の 大 豆 の 栽 培 お よ び 加 工 処 理 に も 関 わ ら ず 、 目 下 大 豆 サ ポ ニ ン は 、 そ れ ら の
単 離 お よ び 精 製 の 困 難 性 に 起 因 し て 重 要 な 商 品 で は な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 ［ 発 明 の 概 要 ］
　 本 発 明 は 、 低 イ ソ フ ラ ボ ン 高 サ ポ ニ ン 大 豆 タ ン パ ク 質 製 品 、 お よ び 低 イ ソ フ ラ ボ ン 高 サ
ポ ニ ン 大 豆 タ ン パ ク 質 製 品 を 生 産 す る 方 法 を 提 供 す る 。 大 豆 タ ン パ ク 質 製 品 は 、 高 窒 素 溶
解 性 指 数 （ 「 Ｎ Ｓ Ｉ 」 ） 、 お よ び 従 来 利 用 可 能 な 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 よ り も 低 い イ ソ フ ラ
ボ ン 含 有 量 を 有 す る 。 ま た 、 本 発 明 の 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 は 、 高 サ ポ ニ ン 含 有 量 を 有 す る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 少 な く と も 約 ５ ５ ． ０ 重 量 ％ の タ ン パ ク 質 、 約 ２ ０ ０ μ ｇ ／ ｇ 未 満 の イ ソ フ ラ ボ ン 、 お
よ び 少 な く と も 約 １ ０ ０ ０ μ ｇ ／ ｇ の ソ ヤ サ ポ ゲ ノ ー ル （ サ ポ ニ ン ） を 含 有 す る 低 イ ソ フ
ラ ボ ン 高 サ ポ ニ ン 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 が 提 供 さ れ る 。 あ る い は 、 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 の タ
ン パ ク 質 含 有 量 は 、 大 豆 タ ン パ ク 質 濃 縮 物 を 供 給 す る に は 少 な く と も 約 ６ ５ ． ０ 重 量 ％ で
あ っ て も よ く 、 大 豆 タ ン パ ク 質 単 離 物 を 供 給 す る に は 少 な く と も 約 ９ ０ ． ０ 重 量 ％ で あ っ
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 少 な く と も ４ ５ ． ０ 重 量 ％ の タ ン パ ク 質 （ Ｎ × ６ ． ２ ５ ） 、 約 ３ ０ ． ０ ～ ４ ０ ． ０ 重 量
％ の 炭 水 化 物 、 約 ５ ． ０ ～ １ ０ ． ０ 重 量 ％ の 水 分 、 約 １ ． ０ 重 量 ％ 未 満 の 脂 肪 、 お よ び 少
な く と も ７ ０ ％ の 窒 素 溶 解 性 指 数 （ Ｎ Ｓ Ｉ ） を 有 す る 脱 脂 大 豆 物 質 を 供 給 す る 工 程 を 含 む
、 低 イ ソ フ ラ ボ ン 高 サ ポ ニ ン 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 を 生 産 す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。 大 豆 物 質
を 、 約 ５ ． ０ ～ １ ５ ． ０ 重 量 ％ の 固 形 分 レ ベ ル で 水 を 用 い て ス ラ リ ー と し 、 ス ラ リ ー の ｐ
Ｈ を 約 ７ ． ０ ～ 約 ７ ． ５ に 調 整 す る 。 ｐ Ｈ 調 整 し た ス ラ リ ー を 遠 心 分 離 プ ロ セ ス に 付 し て
、 液 体 を 形 成 し 、 続 い て 低 温 殺 菌 す る 。 膜 限 外 濾 過 ま た は 別 の 分 離 法 を 用 い て 、 糖 お よ び
他 の 小 分 子 量 成 分 を 任 意 に 液 体 か ら 除 去 し て 、 大 豆 タ ン パ ク 質 製 品 の タ ン パ ク 質 含 有 量 を
増 加 さ せ て も よ い 。 膜 限 外 濾 過 プ ロ セ ス か ら 得 ら れ た 濃 縮 液 を 吸 着 プ ロ セ ス に 付 し て 、 吸
着 プ ロ セ ス で イ ソ フ ラ ボ ン が 吸 着 に よ り 除 去 さ れ る 。 得 ら れ た イ ソ フ ラ ボ ン 除 去 大 豆 タ ン
パ ク 質 物 質 を 低 温 殺 菌 し 、 続 い て 任 意 に 噴 霧 乾 燥 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 あ る い は 、 液 体 を 限 外 濾 過 に 付 す 介 在 工 程 な し で 、 遠 心 分 離 プ ロ セ ス か ら 回 収 さ れ る 液
体 を 吸 着 プ ロ セ ス に 付 し て 、 イ ソ フ ラ ボ ン を 除 去 す る 。 得 ら れ た イ ソ フ ラ ボ ン 除 去 大 豆 タ
ン パ ク 質 物 質 を 低 温 殺 菌 し 、 続 い て 任 意 に 噴 霧 乾 燥 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 方 法 は 、 農 家 に よ り 慣 例 に 育 て ら れ 、 大 豆 プ ロ セ ッ サ で 使 用 さ れ る 大 豆 か ら 減
少 イ ソ フ ラ ボ ン 特 性 を 有 す る 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 を 生 産 す る 新 規 で 経 済 的 に 効 率 の よ い 方
法 を 提 供 す る 。 低 イ ソ フ ラ ボ ン 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 は 、 高 サ ポ ニ ン 含 有 量 を 有 し 、 高 窒 素
溶 解 性 指 数 を 特 徴 と す る よ う に 高 い 溶 解 性 タ ン パ ク 質 を 含 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 一 形 態 に お い て 、 本 発 明 は 、 総 乾 燥 物 の 少 な く と も 約 ５ ５ ． ０ 重 量 ％ の タ ン パ
ク 質 含 有 量 、 約 ２ ０ ０ μ ｇ ／ ｇ （ 総 乾 燥 物 ） 未 満 の イ ソ フ ラ ボ ン 含 有 量 、 お よ び 少 な く と
も 約 １ ０ ０ ０ μ ｇ ／ ｇ （ 総 乾 燥 物 ） の ソ ヤ サ ポ ゲ ノ ー ル 含 有 量 を 含 む 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質
を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 別 の 形 態 に お い て 、 本 発 明 は 、 （ ａ ） 実 質 的 に 脱 脂 さ れ た 大 豆 物 質 を 供 給 す る
工 程 、 （ ｂ ） 物 質 を 水 と 混 合 す る 工 程 、 お よ び 物 質 か ら タ ン パ ク 質 を 抽 出 す る 工 程 、 （ ｃ
） 不 溶 分 を 除 去 し 、 液 体 を 生 産 す る 工 程 、 （ ｄ ） 液 体 を 加 熱 処 理 す る 工 程 、 お よ び （ ｅ ）
液 体 を 吸 着 プ ロ セ ス に 付 し 、 イ ソ フ ラ ボ ン が 吸 着 に よ り 除 去 さ れ る 工 程
を 含 む 、 大 豆 タ ン パ ク 質 製 品 を 生 産 す る 方 法 を 提 供 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 ［ 詳 細 な 説 明 ］
　 総 乾 燥 物 の 少 な く と も ５ ５ ． ０ 重 量 ％ の タ ン パ ク 質 、 ２ ０ ０ μ ｇ ／ ｇ 未 満 の イ ソ フ ラ ボ
ン 、 少 な く と も 約 １ ０ ０ ０ μ ｇ ／ ｇ ソ ヤ サ ポ ゲ ノ ー ル （ サ ポ ニ ン ） 、 約 ３ ． ０ 重 量 ％ 未 満
の 粗 繊 維 を 有 す る 低 イ ソ フ ラ ボ ン 高 サ ポ ニ ン 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 が 提 供 さ れ る 。 当 該 製 品
は ま た 、 少 な く と も ７ ０ ％ 、 好 ま し く は 約 ７ ５ ％ 以 上 の 窒 素 溶 解 性 指 数 （ 「 Ｎ Ｓ Ｉ 」 ） を
有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 質 的 に 脱 脂 さ れ た 大 豆 物 質 を 供 給 す る 工 程 、 上 記 物 質 か ら タ ン パ ク 質 を 抽 出 す る 工 程
、 上 記 物 質 か ら 繊 維 を 除 去 す る 工 程 、 イ ソ フ ラ ボ ン お よ び サ ポ ニ ン を 保 持 し な が ら 限 外 濾
過 に よ り 炭 水 化 物 お よ び ミ ネ ラ ル の 量 を 任 意 に 低 減 さ せ る 工 程 、 濃 縮 液 ま た は 繊 維 除 去 し
た 懸 濁 液 を 吸 着 プ ロ セ ス に 付 し 、 イ ソ フ ラ ボ ン を 除 去 す る 工 程 、 お よ び イ ソ フ ラ ボ ン 除 去
懸 濁 液 を 低 温 殺 菌 す る 工 程 を 含 む 、 低 イ ソ フ ラ ボ ン 高 サ ポ ニ ン 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 を 製 造
す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 概 し て 、 本 発 明 の 方 法 は 、 １ ） 完 全 大 豆 の 皮 を む く こ と 、 ２ ） 皮 を む い た 大 豆 を フ レ ー
ク 状 に す る こ と 、 ３ ） ヘ キ サ ン の よ う な 溶 媒 を 用 い て フ レ ー ク 状 に し た 大 豆 か ら 大 豆 油 を
抽 出 す る こ と 、 ４ ） 高 加 熱 ま た は あ ぶ り (toasting)な し で 脱 脂 大 豆 フ レ ー ク を 脱 溶 媒 す る
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こ と で あ っ て 、 そ れ に よ り 「 白 色 」 フ レ ー ク を 生 産 す る こ と 、 ５ ） 大 豆 フ レ ー ク か ら 繊 維
を 除 去 す る こ と 、 ６ ） 任 意 に 液 体 （ 繊 維 除 去 ス ラ リ ー ） を 限 外 濾 過 し 、 イ ソ フ ラ ボ ン お よ
び サ ポ ニ ン を 保 持 し な が ら 炭 水 化 物 お よ び ミ ネ ラ ル を 除 去 す る こ と 、 ７ ） 懸 濁 液 を 、 吸 着
に よ り イ ソ フ ラ ボ ン を 除 去 す る 吸 着 剤 と 接 触 さ せ る こ と 、 ８ ） イ ソ フ ラ ボ ン 除 去 懸 濁 液 を
低 温 殺 菌 す る こ と 、 お よ び ９ ） 任 意 に 低 温 殺 菌 し た イ ソ フ ラ ボ ン 除 去 懸 濁 液 を 乾 燥 さ せ る
こ と を 包 含 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 述 の 工 程 １ ～ 工 程 ４ は 、 一 般 的 に 大 豆 に 関 す る 抽 出 プ ロ セ ス と 呼 ば れ る 。 上 述 の 工 程
１ ～ 工 程 ４ に 関 す る 一 般 的 な 手 順 は 、 本 発 明 の 譲 受 人 に 譲 渡 さ れ た 米 国 特 許 第 ５ ， ０ ９ ７
， ０ １ ７ 号 (Konwinski)（ こ の 開 示 は 、 参 照 し て 本 明 細 書 に 明 白 に 援 用 さ れ る ） に 記 載 さ
れ る よ う に 十 分 認 識 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 述 の 第 １ 項 は 、 皮 を む く こ と で あ る 。 皮 を む く こ と は 、 大 豆 の 外 皮 を 完 全 大 豆 か ら 除
去 す る プ ロ セ ス で あ る 。 皮 を む く 前 に 大 豆 を 慎 重 に 清 浄 化 し て 、 異 物 を 除 去 し 、 そ の 結 果
生 成 物 は 、 着 色 体 に よ り 汚 染 さ れ な い 。 大 豆 は ま た 一 般 に 、 皮 を む く 前 に 約 ６ 片 ～ ８ 片 に
砕 か れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 外 皮 は 通 常 、 完 全 大 豆 重 量 の 約 ８ ． ０ 重 量 ％ を 占 め る 。 皮 を む い た 大 豆 は 、 約 １ ０ ． ０
重 量 ％ の 水 、 ４ ０ ． ０ 重 量 ％ の タ ン パ ク 質 、 ２ ０ ． ０ 重 量 ％ の 脂 肪 で あ り 、 残 部 は 主 と し
て 炭 水 化 物 、 繊 維 お よ び ミ ネ ラ ル で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 の 第 ２ の 工 程 は 、 フ レ ー ク 状 に す る プ ロ セ ス で あ る 。 フ レ ー ク 状 に す る 前 に 、 大 豆
片 を 十 分 柔 軟 に さ せ る よ う に 水 分 お よ び 温 度 を 調 節 す る こ と に よ り 大 豆 を 調 整 す る 。 調 整
し た 大 豆 片 を フ レ ー キ ン グ ロ ー ル に 通 し て 、 約 ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ １ ２ イ ン チ （ ｉ ｎ ． ） 厚
の フ レ ー ク を 形 成 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 の 第 ３ の 工 程 は 、 フ レ ー ク か ら の 大 豆 油 除 去 で あ る 。 大 豆 フ レ ー ク は 、 そ れ ら を ヘ
キ サ ン の よ う な 溶 媒 と 接 触 さ せ る こ と に よ り 脱 脂 さ せ て 、 大 豆 油 を 除 去 す る 。 大 豆 油 は 、
マ ー ガ リ ン 、 シ ョ ー ト ニ ン グ お よ び 他 の 食 製 品 の よ う な 多 く の 用 途 で 使 用 さ れ 、 レ シ チ ン
の 優 れ た 供 給 で あ り 、 レ シ チ ン は 乳 化 剤 と し て 多 く の 有 用 な 用 途 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 述 の 第 ４ の 工 程 で は 、 あ ぶ り な し で ヘ キ サ ン 脱 脂 し た 大 豆 フ レ ー ク を 脱 溶 媒 し て 、 溶
媒 を 除 去 し 、 白 色 フ レ ー ク を 生 産 す る 。 白 色 フ レ ー ク を 粉 に し て 、 大 豆 粉 を 作 製 し て も よ
い 。 本 発 明 の 出 発 物 質 と し て 使 用 す る こ と が で き る 大 豆 粉 は 容 易 に 商 業 的 に 入 手 可 能 で あ
る 。 市 販 の 大 豆 粉 は 通 常 、 少 な く と も ５ ０ ． ０ 重 量 ％ （ ５ ２ ． ５ 重 量 ％ ） の タ ン パ ク 質 （
Ｎ Ｘ ６ ． ２ ５ ） 、 約 ３ ０ ． ０ ～ ４ ０ ． ０ 重 量 ％ （ ３ ４ ． ６ 重 量 ％ ） の 炭 水 化 物 、 約 ５ ． ０
～ １ ０ ． ０ 重 量 ％ （ ６ ． ０ 重 量 ％ ） の 水 分 、 約 ５ ． ０ ～ １ ０ ． ０ 重 量 ％ （ ６ ． ０ 重 量 ％ ）
の 灰 分 、 約 ２ ． ０ ～ ３ ． ０ 重 量 ％ （ ２ ． ５ 重 量 ％ ） の 粗 繊 維 、 お よ び 約 １ ． ０ 重 量 ％ 未 満
（ ０ ． ９ 重 量 ％ ） の 脂 肪 を 有 す る （ エ ー テ ル 抽 出 で 決 定 さ れ る 場 合 ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 大 豆 粉 は 、 ９ ０ ％ の タ ン パ ク 質 分 散 性 指 数 （ 「 Ｐ Ｄ Ｉ 」 ） を 有 す る 。 Ｐ Ｄ Ｉ は 、 Americ
an Oil Chemist's Society（ Ａ Ｏ Ｃ Ｓ ） 法 Ｂ ａ 　 １ ０ － ６ ５ に よ り 決 定 さ れ る 。 ９ ０ ％ Ｐ
Ｄ Ｉ は 、 加 熱 処 理 な し の 大 豆 粉 で あ り 、 酵 素 活 性 を 有 す る 。 大 豆 粉 は ８ ０ メ ッ シ ュ で あ り
、 こ れ は 大 豆 粉 の ９ ５ 重 量 ％ 以 上 が ８ ０ 番 メ ッ シ ュ Ｕ Ｓ Ａ 標 準 ふ る い を 通 過 す る こ と を 意
味 す る 。 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 大 豆 粉 ま た は 大 豆 フ レ ー ク で あ り 得 る 出 発 物 質 は
、 上 記 工 程 １ ～ ４ に 記 載 す る よ う な 分 離 プ ロ セ ス に 従 っ て 生 産 さ れ る 。 次 に 、 大 豆 タ ン パ
ク 質 物 質 は 、 以 下 に 記 載 す る 工 程 に 従 っ て 生 産 さ れ る 。 ９ ０ ％ を 上 回 る タ ン パ ク 質 分 散 性
指 数 （ 「 Ｐ Ｄ Ｉ 」 ） を 有 す る 大 豆 粉 ま た は 大 豆 フ レ ー ク は 、 数 社 で 市 販 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 の 工 程 は 、 物 質 か ら タ ン パ ク 質 を 抽 出 す る こ と 、 お よ び 繊 維 を 除 去 す る こ と を 包 含 す
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る 。 こ れ は 、 水 を 用 い て 出 発 物 質 を ス ラ リ ー と し 、 ス ラ リ ー を 遠 心 分 離 の よ う な 分 離 ま た
は 清 澄 化 プ ロ セ ス に 付 し て 、 そ れ に よ り 物 質 か ら 水 溶 性 タ ン パ ク 質 を 抽 出 す る こ と に よ り
達 成 さ れ る 。 物 質 を ス ラ リ ー と す る の に 使 用 さ れ る 水 は 、 約 ２ ７ ℃ ～ 約 ７ ０ ℃ の 温 度 に 予
熱 し て も よ く 、 ス ラ リ ー は 、 約 ５ ． ０ 重 量 ％ ～ 約 １ ５ ． ０ 重 量 ％ の 固 形 分 含 有 量 を 有 し 得
る 。 攪 拌 ま た は 混 合 が 、 出 発 物 質 を ス ラ リ ー と す る の に 通 常 使 用 さ れ る 。 混 合 を 実 施 す る
一 主 手 段 は 、 プ ロ ペ ラ 型 攪 拌 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 繊 維 を 除 去 す る 一 手 段 は 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム の よ う な ア ル カ リ を 用 い て ス ラ リ ー の ｐ Ｈ
を 約 ６ ． ８ ～ 約 １ ０ ． ０ に 調 整 し 、 続 い て ス ラ リ ー を 分 離 さ せ て 、 ケ ー キ お よ び 液 体 を 形
成 す る こ と で あ る 。 分 離 は 、 多 数 の 物 理 的 な 分 離 手 段 に よ り 実 施 す る こ と が で き る が 、 遠
心 分 離 が 最 も 効 率 的 か つ 有 効 な 手 段 で あ る 。 ス ク ロ ー ル 型 遠 心 分 離 機 を 用 い て 分 離 を 実 施
し て も よ く 、 あ る い は 円 板 型 ま た は 管 状 遠 心 分 離 機 を 用 い て 分 離 を 行 っ て も よ い 。 水 酸 化
ナ ト リ ウ ム が 本 明 細 書 中 の 実 施 例 で 使 用 さ れ る が 、 水 酸 化 カ リ ウ ム お よ び 水 酸 化 カ ル シ ウ
ム の よ う な 他 の ア ル カ リ 性 試 薬 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 繊 維 除 去 し た 物 質 を 、 例 え ば 約 ８ ０ ℃ 以 上 、 好 ま し く は 約 ９ ３ ℃ 以 上 の 温 度 で の
低 温 殺 菌 に よ り 加 熱 処 理 し て も よ い 。 低 温 殺 菌 は 、 例 え ば 、 ジ ェ ッ ト ク ッ キ ン グ (jet coo
king)に よ り 、 あ る い は 蒸 気 ジ ャ ケ ッ ト 付 ケ ト ル 中 で 保 持 す る こ と に よ り 実 施 す る こ と が
で き る 。 あ る い は 、 こ の 加 熱 処 理 工 程 は 、 先 述 の 繊 維 除 去 工 程 の 前 に 行 っ て も よ い 。 加 熱
処 理 後 に 、 物 質 の ｐ Ｈ は 任 意 に 適 切 な 酸 を 用 い て 調 整 し て 、 物 質 の ｐ Ｈ を 約 ６ ． ５ ～ 約 ７
． ５ に 低 減 さ せ て も よ い 。 通 常 、 こ の ｐ Ｈ の 低 減 は 、 初 期 の 水 抽 出 が 上 記 範 囲 の 約 ６ ． ８
～ 約 １ ０ ． ０ の 上 端 付 近 の ｐ Ｈ で 実 施 さ れ る 場 合 に 行 わ れ る 。 加 熱 処 理 後 に 物 質 の ｐ Ｈ を
約 ６ ． ５ ～ 約 ７ ． ５ に 調 節 す る こ と に よ り 、 １ ０ ． ０ 重 量 ％ の 懸 濁 液 で 水 中 に 再 構 成 さ れ
る と 、 約 ６ ． ５ ～ 約 ８ ． ０ の ｐ Ｈ を 有 す る 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 が 供 給 さ れ る こ と を 見 出 し
た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 物 質 を 以 下 に 記 載 す る よ う に 吸 着 プ ロ セ ス に 付 し て 、 物 質 か ら イ ソ フ ラ ボ ン を 除
去 し て も よ い 。 あ る い は 、 吸 着 プ ロ セ ス に 付 す 前 に 、 ま ず 物 質 を 以 下 に 記 載 す る 限 外 濾 過
プ ロ セ ス に 付 し て 、 小 分 子 量 成 分 を 除 去 し て 、 物 質 中 の タ ン パ ク 質 を 濃 縮 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 特 に 、 繊 維 除 去 し た 物 質 （ 液 体 ） は 任 意 に 、 ５ ， ０ ０ ０ ～ ６ ０ ， ０ ０ ０ 分 子 量 カ ッ ト オ
フ （ 「 Ｍ Ｗ Ｃ Ｏ 」 ） 膜 、 好 ま し く は ５ ， ０ ０ ０ ～ ３ ０ ， ０ ０ ０ Ｍ Ｗ Ｃ Ｏ 膜 を 用 い て 限 外 濾
過 し て 、 タ ン パ ク 質 を 濃 縮 し て も よ い 。 限 外 濾 過 膜 は 、 濃 縮 液 中 に イ ソ フ ラ ボ ン お よ び サ
ポ ニ ン を 保 持 し な が ら 透 過 液 中 に 炭 水 化 物 お よ び ミ ネ ラ ル を 透 過 さ せ る こ と に よ り 、 濃 縮
液 中 の 液 体 の タ ン パ ク 質 含 有 量 を 濃 縮 す る 。 イ ソ フ ラ ボ ン お よ び サ ポ ニ ン は 、 通 常 １ ５ ０
０ 未 満 の 分 子 量 を 有 す る 低 分 子 量 成 分 で あ る 。 し か し な が ら 、 驚 く べ き こ と に 、 イ ソ フ ラ
ボ ン お よ び サ ポ ニ ン の 大 部 分 、 限 外 濾 過 膜 に よ り 濃 縮 液 中 に 保 持 さ れ る こ と が 見 出 さ れ た
。 イ ソ フ ラ ボ ン お よ び サ ポ ニ ン は 、 タ ン パ ク 質 と 複 合 体 形 成 し て い る 可 能 性 が あ り 、 そ の
結 果 イ ソ フ ラ ボ ン お よ び サ ポ ニ ン は 濃 縮 液 中 に 保 持 さ れ 、 炭 水 化 物 お よ び ミ ネ ラ ル と 一 緒
に 透 過 し な い と 現 時 点 で 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 通 常 、 限 外 濾 過 は 、 約 ２ ５ ℃ ～ 約 ６ ０ ℃ 、 好 ま し く は 約 ２ ５ ℃ ～ 約 ５ ０ ℃ の 温 度 で 行 わ
れ る 。 イ ソ フ ラ ボ ン お よ び サ ポ ニ ン は 低 温 で は 水 に よ り 溶 解 性 が 下 が り 、 よ り 高 い 程 度 で
タ ン パ ク 質 と 複 合 体 形 成 し 、 逆 に 高 温 で は 水 に よ り 溶 解 性 が 上 が り 、 よ り 低 い 程 度 で タ ン
パ ク 質 と 複 合 体 形 成 す る と 考 え ら れ る 。 し た が っ て 、 上 記 温 度 範 囲 の 約 ２ ５ ℃ ～ 約 ６ ０ 度
の 下 端 付 近 で 限 外 濾 過 を 実 施 す る 場 合 、 よ り 大 量 の イ ソ フ ラ ボ ン お よ び サ ポ ニ ン が 濃 縮 液
中 に 保 持 さ れ 、 上 記 温 度 範 囲 の 約 ２ ５ ℃ ～ 約 ６ ０ 度 の 上 端 付 近 で 限 外 濾 過 を 実 施 す る 場 合
、 よ り 小 量 の イ ソ フ ラ ボ ン お よ び サ ポ ニ ン が 濃 縮 液 中 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 種 々 の 分 子 量 カ ッ ト オ フ を 有 す る 適 切 な 膜 は 、 Wilmington, MAに あ る Koch Membrane Sy
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stems、 Minnetonka, MNに あ る Osmonics、 Oxnard, CAに あ る PTI Advanced Filtration、 お
よ び Vacaville, CAに あ る Synder Filtrationの よ う な 幾 つ か の 供 給 メ ー カ ー か ら 容 易 に 商
業 的 に 入 手 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 濃 縮 液 の タ ン パ ク 質 含 有 量 は 、 限 外 濾 過 に よ り 製 品 か ら 除 去 さ れ る 透 過 液 の 量 に
基 づ い て 制 御 さ れ 得 る 。 す な わ ち 、 除 去 さ れ る 透 過 液 が 多 い ほ ど 、 タ ン パ ク 質 含 有 量 は 高
く 、 除 去 さ れ る 透 過 液 が 少 な い ほ ど 、 タ ン パ ク 質 含 有 量 は 低 い 。 例 え ば 、 少 な く と も ９ ０
重 量 ％ の タ ン パ ク 質 含 有 量 を 有 す る 濃 縮 液 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 方 法 で は ダ イ ア フ
ィ ル ト レ ー シ ョ ン (diafiltlation)が 実 施 さ れ る 。 ダ イ ア フ ィ ル ト レ ー シ ョ ン は 、 濃 縮 液
に 水 を 添 加 し て 、 透 過 液 中 の 膜 透 過 種 の 除 去 を 継 続 さ せ る プ ロ セ ス を 指 す 。 ダ イ ア フ ィ ル
ト レ ー シ ョ ン は 、 本 発 明 の ２ つ の 形 態 （ 不 連 続 ま た は 連 続 ダ イ ア フ ィ ル ト レ ー シ ョ ン ） の
い ず れ か で 行 う こ と が で き る 。 不 連 続 ダ イ ア フ ィ ル ト レ ー シ ョ ン は 、 透 過 可 能 な 溶 質 が 容
積 減 少 に よ り 濃 縮 液 か ら 透 過 液 中 に 除 去 さ れ 、 続 い て 繰 り 返 し の 工 程 で 再 希 釈 お よ び 再 限
外 濾 過 を 行 う 操 作 で あ る 。 連 続 ダ イ ア フ ィ ル ト レ ー シ ョ ン は 、 透 過 液 が 膜 に よ り 除 去 さ れ
る の と 同 じ 速 度 で 水 を 供 給 タ ン ク に 添 加 す る こ と を 包 含 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 の 工 程 で は 、 遠 心 分 離 し た 液 体 ま た は 膜 濃 縮 液 を 、 吸 着 に よ り イ ソ フ ラ ボ ン を 除 去 す
る 吸 着 性 物 質 と 接 触 さ せ る 。 適 切 な 吸 着 剤 と し て は 、 イ オ ン 性 ま た は 非 イ オ ン 性 合 成 吸 着
性 樹 脂 が 挙 げ ら れ る 。 本 明 細 書 中 の 実 施 例 で 使 用 さ れ る 例 示 的 な 吸 着 剤 は 、 Ｓ Ｐ ８ ２ ５ 、
Ｓ Ｐ ８ ５ ０ お よ び Ｓ Ｐ ２ ０ ７ で あ り 、 こ れ ら は 、 商 品 名 Ｄ ｉ ａ ｎ ｉ ｏ ｎ （ 登 録 商 標 ） お よ
び Ｓ ｅ ｐ ａ ｂ ｅ ａ ｄ ｓ （ 登 録 商 標 ） の 名 で White Plains, NYに あ る Mitsubishi Chemical 
Americaか ら 入 手 可 能 な 合 成 吸 着 性 樹 脂 で あ る 。 本 明 細 書 中 の 実 施 例 で 使 用 さ れ る 別 の 吸
着 剤 は 、 Ｄ ｏ ｗ ｅ ｘ 　 Ｏ ｐ ｔ ｉ ｐ ｏ ｒ ｅ 　 Ｓ Ｄ － ２ 吸 着 剤 で あ り 、 こ れ は 、 Midland, MI
に あ る The Dow Chemical Companyか ら 入 手 可 能 な 高 分 子 吸 着 剤 で あ る 。 こ れ ら の 合 成 吸 着
性 樹 脂 お よ び 類 似 の 合 成 吸 着 性 樹 脂 を 用 い て 、 イ ソ フ ラ ボ ン を 物 理 的 に 吸 着 お よ び 保 持 す
る こ と が で き 、 そ れ に よ り 低 温 殺 菌 し た 遠 心 分 離 液 体 ま た は 膜 濃 縮 液 か ら イ ソ フ ラ ボ ン を
除 去 す る 。 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 合 成 吸 着 性 樹 脂 は 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム で 前 洗 浄 し た 後 、
使 用 前 に 塩 酸 で 処 理 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の プ ロ セ ス で は 、 イ ソ フ ラ ボ ン は 、 吸 着 プ ロ セ ス に よ り 物 質 か ら 除 去 さ れ る 一 方 で 、
サ ポ ニ ン は 除 去 さ れ な い 。 こ れ に 関 す る 正 確 な 理 由 が 目 下 明 ら か で は な い が 、 サ ポ ニ ン が
イ ソ フ ラ ボ ン よ り も 高 い 程 度 で 物 質 中 の タ ン パ ク 質 と 複 合 体 形 成 し て い る 可 能 性 が あ り 、
そ の 結 果 サ ポ ニ ン は 吸 着 さ れ な い と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 下 の 実 施 例 の 幾 つ か で は 、 合 成 吸 着 性 樹 脂 が 濃 縮 液 中 に 混 合 さ れ た 後 、 ふ る い を 通 し
て 濾 過 す る こ と に よ り そ こ か ら 分 離 さ れ た 。 以 下 の 他 の 実 施 例 で は 、 適 切 な 吸 着 性 物 質 を
含 有 す る 慣 例 の 吸 着 カ ラ ム を 使 用 し 、 こ こ で は 必 要 に 応 じ て 吸 着 剤 を 再 生 さ せ た 。 商 業 的
実 践 で は 、 適 切 な 吸 着 性 物 質 を 含 有 す る 慣 例 の 吸 着 カ ラ ム を 使 用 し 、 必 要 に 応 じ て 再 生 ／
清 浄 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 続 い て 、 イ ソ フ ラ ボ ン 除 去 液 体 ま た は 濃 縮 液 を 再 び 約 ８ ０ ℃ 以 上 の 温 度 で 低 温 殺 菌 し て
も よ い 。 低 温 殺 菌 は 、 ジ ェ ッ ト ク ッ キ ン グ に よ り 、 あ る い は 蒸 気 ジ ャ ケ ッ ト 付 ケ ト ル 中 で
保 持 す る こ と に よ り 実 施 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 任 意 の 最 終 工 程 で は 、 イ ソ フ ラ ボ ン 除 去 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 を 乾 燥 さ せ る 。 乾 燥 は 、 高
圧 ノ ズ ル を 用 い た 垂 直 噴 霧 乾 燥 機 に よ り 実 施 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 乾 燥 さ せ た イ ソ フ ラ ボ ン 除 去 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 は 、 市 販 の レ シ チ ン ま た は モ ノ ～ ジ グ
リ セ リ ド の よ う な 他 の 食 品 用 界 面 活 性 剤 で コ ー テ ィ ン グ し て 、 水 分 散 性 を 改 善 さ せ 、 物 質
の 凝 集 を 低 減 さ せ て も よ い 。 か か る コ ー テ ィ ン グ の 添 加 は 、 例 え ば 、 約 ０ ． ５ 重 量 ％ ～ 約
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２ ． ０ 重 量 ％ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 イ ソ フ ラ ボ ン 除 去 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 は 多 く の 用 途 を 有 す る 。 例 え ば 、 イ ソ フ ラ ボ ン 除
去 大 豆 タ ン パ ク 質 は 、 代 用 乳 と し て 、 ま た ド リ ン ク ミ ッ ク ス お よ び 飲 料 （ 例 え ば 、 チ ョ コ
レ ー ト 、 バ ニ ラ お よ び パ イ ナ ッ プ ル 飲 料 ） 、 乳 製 品 （ 例 え ば 、 フ ル ー ツ ヨ ー グ ル ト ） 、 栄
養 お よ び 健 康 製 品 （ 例 え ば 、 プ ロ テ イ ン バ ー ） 、 全 筋 肉 注 射 、 ス リ ミ (surimi)製 品 、 乳 化
肉 、 穀 類 製 品 （ 例 え ば 、 朝 食 用 シ リ ア ル ） 、 パ ン 製 品 （ 例 え ば 、 ブ ル ー ベ リ ー マ フ ィ ン ）
お よ び 他 の 液 体 ま た は ド ラ イ 飲 料 、 食 物 あ る い は 栄 養 製 品 中 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 下 の 実 施 例 で は 、 窒 素 溶 解 性 指 数 （ 「 Ｎ Ｓ Ｉ 」 ） は 、 American Oil Chemists' Metho
d Ba 11-65に 従 っ て 測 定 さ れ た 。 Ｎ Ｓ Ｉ は 、 製 品 中 の 水 溶 性 の タ ン パ ク 質 の 量 を 特 徴 付 け
る 。 例 え ば 、 Ｎ Ｓ Ｉ ７ ５ ％ を 有 す る タ ン パ ク 質 製 品 は 、 そ の 製 品 中 の タ ン パ ク 質 の ７ ５ 重
量 ％ が 水 溶 性 で あ る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 溶 解 性 指 数 を 測 定 す る 方 法 は 、 Standards for Grades of Dry Milks including Method
s of Analysis, Bulletin 916, American Diary Products Institute, Chicago, IL 6060
6に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 以 下 の 実 施 例 で は 、 イ ソ フ ラ ボ ン は 、 Thiagarajan, D.G.,  Bennink, M.R., Bou
rquin, L.D., and Kavas, F.A., Prevention of precancerous colonic lesions in rats
 by soy flakes, soy flour, genistein and calcium, Am. J. Clin. Nutr. 1998; 68(su
ppl.); 1394S-9Sに 記 載 さ れ る 手 順 に よ り 特 徴 付 け ら れ た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 製 品 中 の ボ ー マ ン － バ ー ク 阻 害 剤 （ 「 Ｂ Ｂ Ｉ 」 ） の 量 は 、 キ モ ト リ プ シ ン 阻 害 剤 （ 「 Ｃ
Ｉ 」 ） の 存 在 に よ り 特 徴 付 け ら れ 、 こ れ は Ｂ Ｂ Ｉ に 関 す る 間 接 的 な ア ッ セ イ で あ る 。 Ｃ Ｉ
分 析 に 使 用 さ れ る 方 法 は 、 大 豆 製 品 用 の ト リ プ シ ン 阻 害 剤 活 性 に 関 す る American Oil Che
mists' Society (AOCS) official method Ba 12-75に 基 づ き 、 使 用 す る 酵 素 お よ び 基 質 が
異 な っ て い る 。 Ｃ Ｉ 分 析 に 使 用 す る 基 質 は 、 製 品 番 号 ４ ９ ７ ３ ８ と し て Sigma-Aldrichか
ら 入 手 可 能 な Ｎ － グ ル タ リ ル － Ｌ － フ ェ ニ ル ア ラ ニ ン － ｐ － ニ ト ロ ア ニ リ ド （ Ｇ Ｐ Ｎ Ａ ）
で あ る 。 使 用 す る 酵 素 は 、 製 品 番 号 Ｃ ４ １ ２ ９ と し て Sigma-Aldrichか ら 入 手 可 能 な ウ シ
膵 臓 由 来 の α － キ モ ト リ プ シ ン （ 酵 素 委 員 会 （ Ｅ Ｃ ） 番 号 ： ３ ． ４ ． ２ １ ． １ ） で あ る 。
Ａ Ｏ Ｃ Ｓ 法 は 、 Kakade等 (Cereal Chemistry, 51.376(1974))に 基 づ い て い る 。 キ モ ト リ プ
シ ン は 、 過 剰 に 存 在 す る 基 質 Ｎ － グ ル タ リ ル － Ｌ － フ ェ ニ ル ア ラ ニ ン － ｐ － ニ ト ロ ア ニ リ
ド を 加 水 分 解 す る 。 黄 色 い 色 素 で あ る ｐ － ニ ト ロ ア ニ リ ド の 放 出 が 分 光 光 度 的 に 測 定 さ れ
る 。 大 豆 タ ン パ ク 質 製 品 の 存 在 下 で は 、 ｐ － ニ ト ロ ア ニ リ ド の 放 出 は 、 活 性 な キ モ ト リ プ
シ ン 阻 害 剤 の レ ベ ル と 逆 に 変 化 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 サ ポ ニ ン は 、 高 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ （ 「 Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ 」 ） を 用 い て 分 析 し た 。 Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ
ベ ー ス の 分 析 方 法 が 開 発 さ れ 、 大 豆 中 に 存 在 す る サ ポ ニ ン 前 駆 体 の 評 価 を 有 効 に し た 。 そ
の 方 法 は 、 エ タ ノ ー ル 抽 出 、 続 く 結 合 糖 鎖 （ 複 数 可 ） を 切 断 し て そ の ア グ リ コ ン （ ソ ヤ サ
ポ ゲ ノ ー ル ） を 形 成 す る た め の 酸 加 水 分 解 を 用 い て 微 細 大 豆 ま た は 大 豆 製 品 か ら の 総 サ ポ
ニ ン の 単 離 に 基 づ く 。 得 ら れ た ソ ヤ サ ポ ゲ ノ ー ル を 単 離 し て 、 固 相 抽 出 法 に よ り 濃 縮 し た
。 定 組 成 溶 離 に よ る 逆 相 カ ラ ム を 用 い て ソ ヤ サ ポ ゲ ノ ー ル を 分 離 し て 、 蒸 発 光 散 乱 検 出 器
（ 「 Ｅ Ｌ Ｓ Ｄ 」 ） を 用 い て 検 出 し た 。 ソ ヤ サ ポ ゲ ノ ー ル の 定 量 化 は 、 基 準 化 合 物 に 対 し て
得 ら れ た 較 正 曲 線 を 用 い て 実 施 し た 。 総 大 豆 サ ポ ニ ン 含 有 量 は 、 総 ソ ヤ サ ポ ゲ ノ ー ル 含 有
量 の お よ そ ２ 倍 で あ る (Duhan et al. (2001) Int. J. Food. Sci. Nutr. 52.53-59)。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 製 品 の 粘 度 は 、 粘 度 計 を 用 い て 測 定 し た 。 お よ そ ２ ２ ． ２ ℃ （ ７ ２ ± ２ ° Ｆ ） の 高 純 度
の 水 ２ ２ ０ グ ラ ム を 、 Ｗ ａ ｒ ｉ ｎ ｇ ７ － ス ピ ー ド の １ リ ッ ト ル 実 験 室 ブ レ ン ダ ー （ モ デ ル
： ７ ０ １ ２ Ｇ 、 Waring Products, Torrington, CT 06790） の １ ． ２ Ｌ の ガ ラ ス ジ ャ ー に
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添 加 し た 。 消 泡 剤 （ Ｋ Ｆ Ｏ １ ２ ０ ４ Ａ 、 Lubrizol Corporation, Wickliffe, OH 44092)１
５ 滴 を 水 に 添 加 し た 。 ブ レ ン ダ ー を ス ピ ー ド １ （ 低 ） で 回 転 さ せ た 。 低 速 設 定 に よ り 、 ３
５ ０ ０ ± ３ ０ ０ ｒ ｐ ｍ で ブ レ ン ダ ー を 操 作 し た 。 タ ン パ ク 質 製 品 ３ ０ グ ラ ム を 水 の 渦 に 定
常 流 と し て 添 加 し て 、 そ れ に よ り １ ２ ． ０ 重 量 ％ 溶 液 を 供 給 し た 。 完 全 タ ン パ ク 質 製 品 を
添 加 し た 後 、 ブ レ ン ダ ー を １ ５ 秒 間 作 動 さ せ た 。 １ ５ 秒 混 合 し た 後 （ ブ レ ン ダ ー オ フ ） 、
ブ レ ン ダ ー の 脇 と ブ レ ー ド を ス パ チ ュ ラ で こ す り 落 と し て 、 ブ レ ン ド さ れ て い な い 物 質 を
再 懸 濁 さ せ た 。 ブ レ ン ダ ー を ス ピ ー ド １ （ 低 ） で １ 分 間 作 動 さ せ る こ と よ り 懸 濁 液 を 再 び
混 合 し た 。 混 合 し た タ ン パ ク 質 懸 濁 液 を 最 上 部 か ら 約 １ ／ ２ イ ン チ に な る よ う に １ ５ ０ ｍ
ｌ の ビ ー カ ー に 充 填 し た 。 適 切 な ス ピ ン ド ル を 用 い た Ｂ ｒ ｏ ｏ ｋ ｆ ｉ ｅ ｌ ｄ 粘 度 計 （ モ デ
ル ： Ｒ Ｖ Ｄ Ｖ Ｅ Ａ １ １ ５ 、 Brookfield Engineering Laboratories, Inc., Middleboro, M
A 02346） を 使 用 し て 粘 度 を 決 定 し た 。 粘 度 計 の モ ー タ を １ ０ ０ ｒ ｐ ｍ の 速 度 設 定 を 用 い
て 作 動 さ せ 、 読 取 り を １ ５ 秒 で 記 録 し た 。 ２ つ の 読 取 り が こ の 様 式 で 取 ら れ 、 ２ つ の 読 取
り の 平 均 を 用 い て 、 換 算 チ ャ ー ト か ら セ ン チ ポ ア ズ （ ｃ ｐ ） で 粘 度 を 算 出 し た 。 粘 度 が ５
０ ～ ２ ０ ０ ｃ ｐ の 範 囲 で あ る 場 合 、 ス ピ ン ド ル 番 号 ２ を 使 用 し 、 粘 度 が ２ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｃ
ｐ の 範 囲 で あ る 場 合 、 ス ピ ン ド ル 番 号 ３ を 使 用 し た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 の こ れ ら の 態 様 お よ び 他 の 態 様 は 、 以 下 の １ つ ま た は そ れ 以 上 の 実 施 例 を 参 照 し
て 、 よ り 容 易 に 理 解 さ れ 得 る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 水 ２ ２ ７ ． １ Ｌ （ ６ ０ ガ ロ ン ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し て 、 ６ ０ ℃ に 加 熱 し た 。 大 豆 白 色
フ レ ー ク ４ ５ ． ４ ｋ ｇ （ １ ０ ０ ｌ ｂ ｓ ． ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し た 。 ４ ． ５ ％ 水 酸 化 ナ ト
リ ウ ム 溶 液 １ ４ ０ ０ ｍ ｌ を 添 加 し て 、 生 じ た ス ラ リ ー の ｐ Ｈ を 約 ７ ． ０ に 上 げ た 。 ５ ５ ～
５ ８ ℃ で １ ０ 分 間 バ ッ チ を 混 合 し た 後 、 遠 心 分 離 機 供 給 タ ン ク へ 移 送 し 、 こ の 遠 心 分 離 機
供 給 タ ン ク は 、 ６ ０ ℃ に 加 熱 し た 水 ３ ０ ３ ． ０ Ｌ （ ８ ０ ガ ロ ン ） を 含 有 し て い た 。 混 合 し
た ス ラ リ ー の ｐ Ｈ は ７ ． ０ １ で あ っ た 。 ５ ５ ～ ５ ８ ℃ で ２ ０ 分 間 ス ラ リ ー を 混 合 し 、 そ の
後 １ 分 当 た り ２ ガ ロ ン （ ｇ ｐ ｍ ） の 割 合 で Ｓ ｈ ａ ｒ ｐ ｌ ｅ ｓ ス ク ロ ー ル 型 遠 心 分 離 機 へ 供
給 し た 。 遠 心 分 離 機 か ら の 液 体 を 、 １ ２ ７ ℃ で の ジ ェ ッ ト ク ッ キ ン グ に よ り 低 温 殺 菌 し た
。 低 温 殺 菌 し た 液 体 を 、 １ ０ ０ メ ッ シ ュ ス ト レ ー ナ に 通 し て 膜 供 給 タ ン ク へ 移 送 し た 。 １
０ ， ０ ０ ０ Ｍ Ｗ Ｃ Ｏ 渦 巻 型 膜 を 有 す る 限 外 濾 過 膜 系 に 液 体 を 供 給 し た 。 液 体 の 温 度 は 、 膜
処 理 中 ２ ６ ． ５ ～ ２ ６ ． ８ ℃ に 維 持 し た 。 膜 供 給 タ ン ク へ 添 加 し た 本 来 の 供 給 容 量 の 約 ７
５ ％ が 透 過 液 と し て 除 去 さ れ た 。 膜 系 か ら の 濃 縮 液 を ７ ７ ℃ で 低 温 殺 菌 し た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 低 温 殺 菌 し た 濃 縮 液 約 １ ． ０ Ｌ を 凍 結 乾 燥 さ せ た 。 乾 燥 さ せ た 製 品 を 分 析 し て 、 そ の 含
有 量 を 決 定 し た 。 分 析 結 果 を 表 １ に 示 す 。 結 果 は す べ て 、 別 記 し な い 限 り 、 乾 燥 し た 重 量
に 基 づ く 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 合 成 吸 着 性 樹 脂 （ White Plains, New Yorkに あ る Mitsubishi Chemical Americaか ら の
Ｓ Ｐ ８ ２ ５ ） ２ ５ ０ ． ０ ｍ ｌ を 順 次 水 で す す ぎ 、 ４ ％ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 で す す ぎ 、 水
で す す ぎ 、 ４ ％ 塩 酸 溶 液 で す す ぎ 、 水 で す す い だ 。 実 施 例 １ か ら の 濃 縮 液 ７ ５ ０ ． ０ ｍ ｌ
を 、 ビ ー カ ー 中 で す す い だ 樹 脂 と 混 合 し た 。 混 合 物 を ３ ０ 分 間 攪 拌 し た 。 攪 拌 し た 後 、 Ｕ
Ｓ 標 準 Ｎ ｏ ． ４ ０ ０ ふ る い を 用 い て 混 合 物 を 濾 過 し た 。 樹 脂 は ふ る い に よ っ て 保 持 さ れ 、
濾 液 を 収 集 し た 。 樹 脂 処 理 し た 濾 液 を 凍 結 乾 燥 し て 、 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 を 得 た 。 乾 燥 さ
せ た 製 品 を 分 析 し て 、 そ の 含 有 量 を 決 定 し た 。 分 析 結 果 を 表 ２ に 示 す 。 結 果 は す べ て 、 別
記 し な い 限 り 、 乾 燥 し た 重 量 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ６ １ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
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　 水 約 ２ ２ ７ ． １ Ｌ （ ６ ０ ガ ロ ン ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し て 、 ６ ０ ℃ （ １ ４ ０ ° Ｆ ） に 加
熱 し た 。 次 に 、 大 豆 フ レ ー ク 約 ４ ５ ． ４ ｋ ｇ （ １ ０ ０ ポ ン ド ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し て 、
ス ラ リ ー を 形 成 し た 。 ４ ． ５ ％ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 約 １ ４ ０ ０ ｍ ｌ を 混 合 タ ン ク に 添 加
し た 。 ス ラ リ ー を １ ０ 分 間 混 合 し た 後 、 遠 心 分 離 機 供 給 タ ン ク へ 移 送 し た 。 水 約 ３ ０ ２ ．
８ Ｌ （ ８ ０ ガ ロ ン ） を 遠 心 分 離 機 供 給 タ ン ク 中 で ス ラ リ ー に 添 加 し て 、 ２ ０ 分 間 ス ラ リ ー
を 混 合 し た 。 ス ラ リ ー の ｐ Ｈ は ７ ． ４ ３ だ っ た 。 ス ラ リ ー を １ 分 当 た り 約 ７ ． ６ Ｌ （ １ 分
当 た り ２ ガ ロ ン ） の 割 合 で Ｓ ｈ ａ ｒ ｐ ｌ ｅ ｓ ス ク ロ ー ル 型 遠 心 分 離 機 へ 供 給 し た 。 上 清 （
懸 濁 液 ） を 、 約 １ ２ ６ ． ７ ℃ （ ２ ６ ０ ° Ｆ ） の 温 度 で ジ ェ ッ ト ク ッ キ ン グ し た 。 ジ ェ ッ ト
ク ッ キ ン グ し た 懸 濁 液 を フ ラ ッ シ ュ 冷 却 し 、 １ ０ ０ メ ッ シ ュ ス ト レ ー ナ に 通 し て 膜 供 給 タ
ン ク へ 移 送 し た 。 ２ つ の 渦 巻 型 膜 （ と も に １ ０ ， ０ ０ ０ Ｍ Ｗ Ｃ Ｏ ） を 含 有 す る 限 外 濾 過 膜
系 に 懸 濁 液 を 供 給 し た 。 懸 濁 液 の 温 度 は 、 膜 処 理 中 約 ２ ６ ． ７ ℃ （ ８ ０ ° Ｆ ） に 維 持 し た
。 膜 供 給 タ ン ク へ 添 加 し た 本 来 の 供 給 容 量 の 約 ７ ５ ％ が 透 過 液 と し て 除 去 さ れ た 。 膜 系 か
ら の 濃 縮 液 約 １ ． ０ Ｌ を 凍 結 乾 燥 さ せ た 。 乾 燥 さ せ た 製 品 を 分 析 し て 、 そ の 含 有 量 を 決 定
し た 。 分 析 結 果 を 表 ３ に 示 す 。 結 果 は す べ て 、 別 記 し な い 限 り 、 乾 燥 し た 重 量 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 （ 実 施 例 ４ ）
　 合 成 吸 着 性 樹 脂 （ White Plains, New Yorkに あ る Mitsubishi Chemical Americaか ら の
Ｓ Ｐ ２ ０ ７ ） ２ ５ ０ ． ０ ｍ ｌ を 順 次 水 で す す ぎ 、 ４ ％ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 で す す ぎ 、 水
で す す ぎ 、 ４ ％ 塩 酸 溶 液 で す す ぎ 、 水 で す す い だ 。 実 施 例 ３ か ら の 濃 縮 液 ７ ５ ０ ． ０ ｍ ｌ
を 、 ビ ー カ ー 中 で す す い で 前 処 理 し た 樹 脂 と 混 合 し 、 ３ ０ 分 間 攪 拌 し た 。 Ｕ Ｓ 標 準 Ｎ ｏ ．
４ ０ ０ ふ る い を 用 い て そ の 攪 拌 し た 混 合 物 を 濾 過 し た 。 樹 脂 は ふ る い に よ っ て 保 持 さ れ 、
濾 液 を 収 集 し た 。 樹 脂 処 理 し た 濾 液 を 凍 結 乾 燥 し て 、 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 を 得 た 。 乾 燥 さ

10

20

30

40

50

(13) JP 2005-524406 A 2005.8.18



せ た 製 品 を 分 析 し て 、 そ の 含 有 量 を 決 定 し た 。 分 析 結 果 を 表 ４ に 示 す 。 結 果 は す べ て 、 別
記 し な い 限 り 、 乾 燥 し た 重 量 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 （ 実 施 例 ５ )
　 合 成 吸 着 性 樹 脂 （ Midland, Michiganに あ る Dow Chemical Companyか ら の Ｄ ｏ ｗ ｅ ｘ 　
Ｏ ｐ ｔ ｉ ｐ ｏ ｒ ｅ 　 Ｓ Ｄ － ２ 吸 着 剤 ） ２ ５ ０ ． ０ ｍ ｌ を 順 次 水 で す す ぎ 、 ４ ％ 水 酸 化 ナ ト
リ ウ ム 溶 液 で す す ぎ 、 水 で す す ぎ 、 ４ ％ 塩 酸 溶 液 で す す ぎ 、 水 で す す い だ 。 実 施 例 ３ か ら
の 濃 縮 液 ７ ５ ０ ． ０ ｍ ｌ を 、 ビ ー カ ー 中 で す す い で 前 処 理 し た 樹 脂 と 混 合 し 、 ３ ０ 分 間 攪
拌 し た 。 Ｕ Ｓ 標 準 Ｎ ｏ ． ４ ０ ０ ふ る い を 用 い て そ の 攪 拌 し た 混 合 物 を 濾 過 し た 。 樹 脂 は ふ
る い に よ っ て 保 持 さ れ 、 濾 液 を 収 集 し た 。 樹 脂 処 理 し た 濾 液 を 凍 結 乾 燥 し て 、 大 豆 タ ン パ
ク 質 物 質 を 得 た 。 乾 燥 さ せ た 製 品 を 分 析 し て 、 そ の 含 有 量 を 決 定 し た 。 分 析 結 果 を 表 ５ に
示 す 。 結 果 は す べ て 、 別 記 し な い 限 り 、 乾 燥 し た 重 量 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 （ 実 施 例 ６ ）
　 水 約 ２ ２ ７ ． １ Ｌ （ ６ ０ ガ ロ ン ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し て 、 ６ ０ ℃ （ １ ４ ０ ° Ｆ ） に 加
熱 し た 。 次 に 、 大 豆 フ レ ー ク 約 ４ ５ ． ４ ｋ ｇ （ １ ０ ０ ポ ン ド ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し て 、
ス ラ リ ー を 形 成 し た 。 ４ ． ５ ％ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 約 １ ４ ０ ０ ｍ ｌ を 混 合 タ ン ク に 添 加
し た 。 ス ラ リ ー を １ ０ 分 間 混 合 し た 後 、 遠 心 分 離 機 供 給 タ ン ク へ 移 送 し た 。 水 約 ３ ０ ２ ．
８ Ｌ （ ８ ０ ガ ロ ン ） を 遠 心 分 離 機 供 給 タ ン ク 中 で ス ラ リ ー に 添 加 し て 、 ２ ０ 分 間 ス ラ リ ー
を 混 合 し た 。 ス ラ リ ー の ｐ Ｈ は ７ ． ４ ３ だ っ た 。 ス ラ リ ー を １ 分 当 た り 約 ７ ． ６ Ｌ （ １ 分
当 た り ２ ガ ロ ン ） の 割 合 で Ｓ ｈ ａ ｒ ｐ ｌ ｅ ｓ ス ク ロ ー ル 型 遠 心 分 離 機 へ 供 給 し た 。 上 清 （
懸 濁 液 ） を 、 約 １ ２ ６ ． ７ ℃ （ ２ ６ ０ ° Ｆ ） の 温 度 で ジ ェ ッ ト ク ッ キ ン グ し た 。 ジ ェ ッ ト
ク ッ キ ン グ し た 懸 濁 液 を フ ラ ッ シ ュ 冷 却 し 、 １ ０ ０ メ ッ シ ュ ス ト レ ー ナ に 通 し て 膜 供 給 タ
ン ク へ 移 送 し た 。 ２ つ の 渦 巻 型 膜 （ と も に １ ０ ， ０ ０ ０ Ｍ Ｗ Ｃ Ｏ ） を 含 有 す る 限 外 濾 過 膜
系 に 懸 濁 液 を 供 給 し た 。 懸 濁 液 の 温 度 は 、 膜 処 理 中 約 ２ ６ ． ７ ℃ （ ８ ０ ° Ｆ ） に 維 持 し た
。 膜 供 給 タ ン ク へ 添 加 し た 本 来 の 供 給 容 量 の 約 ７ ５ ％ が 透 過 液 と し て 除 去 さ れ た 。 膜 系 か
ら の 濃 縮 液 約 １ ． ０ Ｌ を 凍 結 乾 燥 さ せ た 。 乾 燥 さ せ た 製 品 を 分 析 し て 、 そ の 含 有 量 を 決 定
し た 。 分 析 結 果 を 表 ６ に 示 す 。 結 果 は す べ て 、 別 記 し な い 限 り 、 乾 燥 し た 重 量 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
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【 表 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 （ 実 施 例 ７ ）
　 合 成 吸 着 性 樹 脂 （ White Plains, New Yorkに あ る Mitsubishi Chemical Americaか ら の
Ｓ Ｐ ８ ５ ０ ） ２ ５ ０ ． ０ ｍ ｌ を 順 次 水 で す す ぎ 、 ４ ％ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 で す す ぎ 、 水
で す す ぎ 、 ４ ％ 塩 酸 溶 液 で す す ぎ 、 水 で す す い だ 。 実 施 例 ６ か ら の 濃 縮 液 ７ ５ ０ ． ０ ｍ ｌ
を 、 ビ ー カ ー 中 で す す い で 前 処 理 し た 樹 脂 と 混 合 し 、 ３ ０ 分 間 攪 拌 し た 。 Ｕ Ｓ 標 準 Ｎ ｏ ．
４ ０ ０ ふ る い を 用 い て そ の 攪 拌 し た 混 合 物 を 濾 過 し た 。 樹 脂 は ふ る い に よ っ て 保 持 さ れ 、
濾 液 を 収 集 し た 。 樹 脂 処 理 し た 濾 液 を 凍 結 乾 燥 し て 、 大 豆 タ ン パ ク 質 物 質 を 得 た 。 乾 燥 さ
せ た 製 品 を 分 析 し て 、 そ の 含 有 量 を 決 定 し た 。 分 析 結 果 を 表 ７ に 示 す 。 結 果 は す べ て 、 別
記 し な い 限 り 、 乾 燥 し た 重 量 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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【 表 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 （ 実 施 例 ８ ）
　 水 約 ２ ２ ７ ． １ Ｌ （ ６ ０ ガ ロ ン ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し て 、 ６ ０ ℃ （ １ ４ ０ ° Ｆ ） に 加
熱 し た 。 次 に 、 大 豆 フ レ ー ク 約 ４ ５ ． ４ ｋ ｇ （ １ ０ ０ ポ ン ド ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し て 、
ス ラ リ ー を 形 成 し た 。 ４ ． ５ ％ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 約 １ ４ ０ ０ ｍ ｌ を 混 合 タ ン ク に 添 加
し た 。 ス ラ リ ー を １ ０ 分 間 混 合 し た 後 、 遠 心 分 離 機 供 給 タ ン ク へ 移 送 し た 。 ６ ０ ℃ （ １ ４
０ ° Ｆ ） に 予 熱 し た 水 約 ３ ０ ２ ． ８ Ｌ （ ８ ０ ガ ロ ン ） を 遠 心 分 離 機 供 給 タ ン ク 中 で ス ラ リ
ー に 添 加 し て 、 ２ ０ 分 間 ス ラ リ ー を 混 合 し た 。 ス ラ リ ー の ｐ Ｈ は ７ ． ５ ２ だ っ た 。 ス ラ リ
ー を １ 分 当 た り 約 ７ ． ６ Ｌ （ １ 分 当 た り ２ ガ ロ ン ） の 割 合 で Ｓ ｈ ａ ｒ ｐ ｌ ｅ ｓ ス ク ロ ー ル
型 遠 心 分 離 機 へ 供 給 し た 。 上 清 （ 懸 濁 液 ） を 、 約 １ ２ ６ ． ７ ℃ （ ２ ６ ０ ° Ｆ ） の 温 度 で ジ
ェ ッ ト ク ッ キ ン グ し た 。 ジ ェ ッ ト ク ッ キ ン グ し た 懸 濁 液 を フ ラ ッ シ ュ 冷 却 し 、 １ ０ ０ メ ッ
シ ュ ス ト レ ー ナ に 通 し て 膜 供 給 タ ン ク へ 移 送 し た 。 ２ つ の 渦 巻 型 膜 （ と も に １ ０ ， ０ ０ ０
Ｍ Ｗ Ｃ Ｏ ） を 含 有 す る 限 外 濾 過 膜 系 に 懸 濁 液 を 供 給 し た 。 懸 濁 液 の 温 度 は 、 膜 処 理 中 約 ２
６ ． ７ ℃ （ ８ ０ ° Ｆ ） に 維 持 し た 。 膜 供 給 タ ン ク へ 添 加 し た 本 来 の 供 給 容 量 の 約 ７ ５ ％ が
透 過 液 と し て 除 去 さ れ た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 膜 系 か ら 収 集 し た 濃 縮 液 を 、 １ 分 当 た り ９ ４ ６ ｍ ｌ （ １ 分 当 た り ０ ． ２ ５ ガ ロ ン ） の 流
速 で ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 系 へ 供 給 し た 。 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 系 は 、 連 続 し て つ な げ た ５ 本 の カ
ラ ム か ら 構 成 さ れ て お り 、 カ ラ ム は そ れ ぞ れ 、 White Plains, New Yorkに あ る Mitsubishi
 Chemical Americaか ら の Ｓ Ｐ ８ ２ ５ で あ る 合 成 吸 着 性 樹 脂 ５ ． ０ Ｌ を 含 有 し て い た 。 し
た が っ て 、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 系 は 、 ２ ５ ． ０ Ｌ の 樹 脂 を 有 し 、 カ ラ ム す べ て を 通 過 さ せ た
後 の 膜 濃 縮 液 を 収 集 し た 。 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 処 理 流 を 約 ８ ２ ． ２ ℃ （ １ ８ ０ ° Ｆ ） で 低 温
殺 菌 し て 、 垂 直 ス プ レ ー 乾 燥 機 中 で 高 圧 ポ ン プ 供 給 ス プ レ ー ノ ズ ル を 用 い て 噴 霧 乾 燥 し た
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。 乾 燥 さ せ た 製 品 を 分 析 し て 、 そ の 含 有 量 を 決 定 し た 。 分 析 結 果 を 表 ８ に 示 す 。 結 果 は す
べ て 、 別 記 し な い 限 り 、 乾 燥 し た 重 量 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
【 表 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 （ 実 施 例 ９ ）
　 水 約 ２ ２ ７ ． １ Ｌ （ ６ ０ ガ ロ ン ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し て 、 ６ ０ ℃ （ １ ４ ０ ° Ｆ ） に 加
熱 し た 。 次 に 、 大 豆 フ レ ー ク 約 ４ ５ ． ４ ｋ ｇ （ １ ０ ０ ポ ン ド ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し て 、
ス ラ リ ー を 形 成 し た 。 ４ ． ５ ％ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 約 １ ４ ０ ０ ｍ ｌ を 混 合 タ ン ク に 添 加
し た 。 ス ラ リ ー を １ ０ 分 間 混 合 し た 後 、 遠 心 分 離 機 供 給 タ ン ク へ 移 送 し た 。 ６ ０ ℃ （ １ ４
０ ° Ｆ ） に 予 熱 し た 水 約 ３ ０ ２ ． ８ Ｌ （ ８ ０ ガ ロ ン ） を 遠 心 分 離 機 供 給 タ ン ク 中 で ス ラ リ
ー に 添 加 し て 、 ２ ０ 分 間 ス ラ リ ー を 混 合 し た 。 ス ラ リ ー の ｐ Ｈ は ７ ． ５ ０ だ っ た 。 ス ラ リ
ー を １ 分 当 た り 約 ７ ． ６ Ｌ （ １ 分 当 た り ２ ガ ロ ン ） の 割 合 で Ｓ ｈ ａ ｒ ｐ ｌ ｅ ｓ ス ク ロ ー ル
型 遠 心 分 離 機 へ 供 給 し た 。 上 清 （ 懸 濁 液 ） を 、 約 １ ２ ６ ． ７ ℃ （ ２ ６ ０ ° Ｆ ） の 温 度 で ジ
ェ ッ ト ク ッ キ ン グ し た 。 ジ ェ ッ ト ク ッ キ ン グ し た 懸 濁 液 を フ ラ ッ シ ュ 冷 却 し 、 １ ０ ０ メ ッ
シ ュ ス ト レ ー ナ に 通 し て 膜 供 給 タ ン ク へ 移 送 し た 。 ２ つ の 渦 巻 型 膜 （ と も に １ ０ ， ０ ０ ０
Ｍ Ｗ Ｃ Ｏ ） を 含 有 す る 限 外 濾 過 膜 系 に 懸 濁 液 を 供 給 し た 。 懸 濁 液 の 温 度 は 、 膜 処 理 中 約 ２
６ ． ７ ℃ （ ８ ０ ° Ｆ ） に 維 持 し た 。 膜 供 給 タ ン ク へ 添 加 し た 本 来 の 供 給 容 量 の 約 ７ ５ ％ が
透 過 液 と し て 除 去 さ れ た 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 膜 系 か ら 収 集 し た 濃 縮 液 を 、 １ 分 当 た り ９ ４ ６ ｍ ｌ （ １ 分 当 た り ０ ． ２ ５ ガ ロ ン ） の 流
速 で ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 系 へ 供 給 し た 。 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 系 は 、 連 続 し て つ な げ た ５ 本 の カ
ラ ム か ら 構 成 さ れ て お り 、 カ ラ ム は そ れ ぞ れ 、 White Plains, New Yorkに あ る Mitsubishi
 Chemical Americaか ら の Ｓ Ｐ ８ ２ ５ で あ る 合 成 吸 着 性 樹 脂 ５ ． ０ Ｌ を 含 有 し て い た 。 し
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た が っ て 、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 系 は 、 ２ ５ ． ０ Ｌ の 樹 脂 を 有 し 、 カ ラ ム す べ て を 通 過 さ せ た
後 の 膜 濃 縮 液 を 収 集 し た 。 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 処 理 流 を 約 ８ ２ ． ２ ℃ （ １ ８ ０ ° Ｆ ） で 低 温
殺 菌 し て 、 垂 直 ス プ レ ー 乾 燥 機 中 で 高 圧 ポ ン プ 供 給 ス プ レ ー ノ ズ ル を 用 い て 噴 霧 乾 燥 し た
。 乾 燥 さ せ た 製 品 を 分 析 し て 、 そ の 含 有 量 を 決 定 し た 。 分 析 結 果 を 表 ９ に 示 す 。 結 果 は す
べ て 、 別 記 し な い 限 り 、 乾 燥 し た 重 量 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
【 表 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 （ 実 施 例 １ ０ ）
　 水 約 ２ ２ ７ ． １ Ｌ （ ６ ０ ガ ロ ン ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し て 、 ６ ０ ℃ （ １ ４ ０ ° Ｆ ） に 加
熱 し た 。 次 に 、 大 豆 フ レ ー ク 約 ４ ５ ． ４ ｋ ｇ （ １ ０ ０ ポ ン ド ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し て 、
ス ラ リ ー を 形 成 し た 。 ４ ． ５ ％ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 約 １ ４ ０ ０ ｍ ｌ を 混 合 タ ン ク に 添 加
し た 。 ス ラ リ ー を １ ０ 分 間 混 合 し た 後 、 遠 心 分 離 機 供 給 タ ン ク へ 移 送 し た 。 ６ ０ ℃ （ １ ４
０ ° Ｆ ） に 予 熱 し た 水 約 ３ ０ ２ ． ８ Ｌ （ ８ ０ ガ ロ ン ） を 遠 心 分 離 機 供 給 タ ン ク 中 で ス ラ リ
ー に 添 加 し て 、 ２ ０ 分 間 ス ラ リ ー を 混 合 し た 。 ス ラ リ ー の ｐ Ｈ は ７ ． ６ ９ だ っ た 。 ス ラ リ
ー を １ 分 当 た り 約 ７ ． ６ Ｌ （ １ 分 当 た り ２ ガ ロ ン ） の 割 合 で Ｓ ｈ ａ ｒ ｐ ｌ ｅ ｓ ス ク ロ ー ル
型 遠 心 分 離 機 へ 供 給 し た 。 上 清 （ 懸 濁 液 ） を 、 約 １ ２ ６ ． ７ ℃ （ ２ ６ ０ ° Ｆ ） の 温 度 で ジ
ェ ッ ト ク ッ キ ン グ し た 。 ジ ェ ッ ト ク ッ キ ン グ し た 懸 濁 液 を フ ラ ッ シ ュ 冷 却 し 、 １ ０ ０ メ ッ
シ ュ ス ト レ ー ナ に 通 し て 膜 供 給 タ ン ク へ 移 送 し た 。 ２ つ の 渦 巻 型 膜 （ と も に １ ０ ， ０ ０ ０
Ｍ Ｗ Ｃ Ｏ ） を 含 有 す る 限 外 濾 過 膜 系 に 懸 濁 液 を 供 給 し た 。 懸 濁 液 の 温 度 は 、 膜 処 理 中 約 ２
６ ． ７ ℃ （ ８ ０ ° Ｆ ） に 維 持 し た 。 膜 供 給 タ ン ク へ 添 加 し た 本 来 の 供 給 容 量 の 約 ７ ５ ％ が
透 過 液 と し て 除 去 さ れ た 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 膜 系 か ら 収 集 し た 濃 縮 液 を 、 １ 分 当 た り ９ ４ ６ ｍ ｌ （ １ 分 当 た り ０ ． ２ ５ ガ ロ ン ） の 流
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速 で ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 系 へ 供 給 し た 。 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 系 は 、 連 続 し て つ な げ た ５ 本 の カ
ラ ム か ら 構 成 さ れ て お り 、 カ ラ ム は そ れ ぞ れ 、 White Plains, New Yorkに あ る Mitsubishi
 Chemical Americaか ら の Ｓ Ｐ ８ ２ ５ で あ る 合 成 吸 着 性 樹 脂 ５ ． ０ Ｌ を 含 有 し て い た 。 し
た が っ て 、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 系 は 、 ２ ５ ． ０ Ｌ の 樹 脂 を 有 し 、 カ ラ ム す べ て を 通 過 さ せ た
後 の 膜 濃 縮 液 を 収 集 し た 。 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 処 理 流 を 約 ８ ２ ． ２ ℃ （ １ ８ ０ ° Ｆ ） で 低 温
殺 菌 し て 、 垂 直 ス プ レ ー 乾 燥 機 中 で 高 圧 ポ ン プ 供 給 ス プ レ ー ノ ズ ル を 用 い て 噴 霧 乾 燥 し た
。 乾 燥 さ せ た 製 品 を 分 析 し て 、 そ の 含 有 量 を 決 定 し た 。 分 析 結 果 を 表 １ ０ に 示 す 。 結 果 は
す べ て 、 別 記 し な い 限 り 、 乾 燥 し た 重 量 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
【 表 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ １ 】
　 （ 実 施 例 １ １ ）
　 水 約 ２ ２ ７ ． １ Ｌ （ ６ ０ ガ ロ ン ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し て 、 ６ ０ ℃ （ １ ４ ０ ° Ｆ ） に 加
熱 し た 。 次 に 、 大 豆 フ レ ー ク 約 ４ ５ ． ４ ｋ ｇ （ １ ０ ０ ポ ン ド ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し て 、
ス ラ リ ー を 形 成 し た 。 ４ ． ５ ％ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 約 １ ４ ０ ０ ｍ ｌ を 混 合 タ ン ク に 添 加
し た 。 ス ラ リ ー を １ ０ 分 間 混 合 し た 後 、 遠 心 分 離 機 供 給 タ ン ク へ 移 送 し た 。 ６ ０ ℃ （ １ ４
０ ° Ｆ ） に 予 熱 し た 水 約 ３ ０ ２ ． ８ Ｌ （ ８ ０ ガ ロ ン ） を 遠 心 分 離 機 供 給 タ ン ク 中 で ス ラ リ
ー に 添 加 し て 、 ２ ０ 分 間 ス ラ リ ー を 混 合 し た 。 ス ラ リ ー の ｐ Ｈ は ７ ． ４ ８ だ っ た 。 ス ラ リ
ー を １ 分 当 た り 約 ７ ． ６ Ｌ （ １ 分 当 た り ２ ガ ロ ン ） の 割 合 で Ｓ ｈ ａ ｒ ｐ ｌ ｅ ｓ ス ク ロ ー ル
型 遠 心 分 離 機 へ 供 給 し た 。 上 清 （ 懸 濁 液 ） を 、 約 １ ２ ６ ． ７ ℃ （ ２ ６ ０ ° Ｆ ） の 温 度 で ジ
ェ ッ ト ク ッ キ ン グ し た 。 ジ ェ ッ ト ク ッ キ ン グ し た 懸 濁 液 を フ ラ ッ シ ュ 冷 却 し 、 さ ら に ５ １
． ７ ℃ （ １ ２ ５ ° Ｆ ） に 冷 却 し た 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 冷 却 し た 懸 濁 液 約 １ １ ３ ． ６ Ｌ （ ３ ０ ガ ロ ン ） を １ ０ ０ メ ッ シ ュ ト レ ー ナ に 通 し て ク ロ
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マ ト グ ラ フ ィ 系 供 給 タ ン ク へ 移 送 し た 。 懸 濁 液 を 、 １ 分 当 た り ９ ４ ６ ｍ ｌ （ １ 分 当 た り ０
． ２ ５ ガ ロ ン ） の 流 速 で ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 系 へ 供 給 し た 。 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 系 は 、 連 続 し
て つ な げ た ５ 本 の カ ラ ム か ら 構 成 さ れ て お り 、 カ ラ ム は そ れ ぞ れ 、 White Plains, New Yo
rkに あ る Mitsubishi Chemical Americaか ら の Ｓ Ｐ ８ ２ ５ で あ る 合 成 吸 着 性 樹 脂 ５ ． ０ Ｌ
を 含 有 し て い た 。 し た が っ て 、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 系 は 、 ２ ５ ． ０ Ｌ の 樹 脂 を 有 し 、 カ ラ ム
す べ て を 通 過 さ せ た 後 の 懸 濁 液 を 収 集 し た 。 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 処 理 懸 濁 液 を 約 ８ ２ ． ２ ℃
（ １ ８ ０ ° Ｆ ） で 低 温 殺 菌 し て 、 垂 直 ス プ レ ー 乾 燥 機 中 で 高 圧 ポ ン プ 供 給 ス プ レ ー ノ ズ ル
を 用 い て 噴 霧 乾 燥 し た 。 乾 燥 さ せ た 製 品 を 分 析 し て 、 そ の 含 有 量 を 決 定 し た 。 分 析 結 果 を
表 １ １ に 示 す 。 結 果 は す べ て 、 別 記 し な い 限 り 、 乾 燥 し た 重 量 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
【 表 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 （ 実 施 例 １ ２ ）
　 水 約 ２ ２ ７ ． １ Ｌ （ ６ ０ ガ ロ ン ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し て 、 ６ ０ ℃ （ １ ４ ０ ° Ｆ ） に 加
熱 し た 。 次 に 、 大 豆 フ レ ー ク 約 ４ ５ ． ４ ｋ ｇ （ １ ０ ０ ポ ン ド ） を 混 合 タ ン ク に 添 加 し て 、
ス ラ リ ー を 形 成 し た 。 ４ ． ５ ％ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 約 １ ４ ０ ０ ｍ ｌ を 混 合 タ ン ク に 添 加
し た 。 ス ラ リ ー を １ ０ 分 間 混 合 し た 後 、 遠 心 分 離 機 供 給 タ ン ク へ 移 送 し た 。 ６ ０ ℃ （ １ ４
０ ° Ｆ ） に 予 熱 し た 水 約 ３ ０ ２ ． ８ Ｌ （ ８ ０ ガ ロ ン ） を 遠 心 分 離 機 供 給 タ ン ク 中 で ス ラ リ
ー に 添 加 し て 、 ２ ０ 分 間 ス ラ リ ー を 混 合 し た 。 ス ラ リ ー の ｐ Ｈ は ７ ． ０ ３ だ っ た 。 ス ラ リ
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ー を １ 分 当 た り 約 ７ ． ６ Ｌ （ １ 分 当 た り ２ ガ ロ ン ） の 割 合 で Ｓ ｈ ａ ｒ ｐ ｌ ｅ ｓ ス ク ロ ー ル
型 遠 心 分 離 機 へ 供 給 し た 。 上 清 （ 懸 濁 液 ） を 、 約 １ ２ ６ ． ７ ℃ （ ２ ６ ０ ° Ｆ ） の 温 度 で ジ
ェ ッ ト ク ッ キ ン グ し た 。 ジ ェ ッ ト ク ッ キ ン グ し た 懸 濁 液 を フ ラ ッ シ ュ 冷 却 し 、 約 ３ ７ ８ ．
５ Ｌ （ １ ０ ０ ガ ロ ン ） を １ ０ ０ メ ッ シ ュ ス ト レ ー ナ に 通 し て 膜 供 給 タ ン ク へ 移 送 し た 。 ２
つ の 渦 巻 型 膜 （ と も に １ ０ ， ０ ０ ０ Ｍ Ｗ Ｃ Ｏ ） を 含 有 す る 限 外 濾 過 膜 系 に 懸 濁 液 を 供 給 し
た 。 懸 濁 液 の 温 度 は 、 膜 処 理 中 約 ４ ８ ． ９ ℃ （ １ ２ ０ ° Ｆ ） に 維 持 し た 。 透 過 液 約 １ ８ ９
． ３ Ｌ （ ５ ０ ガ ロ ン ） を 除 去 し た 後 、 水 １ ８ ９ ． ３ Ｌ （ ５ ０ ガ ロ ン ） を 膜 供 給 タ ン ク に 添
加 し た 。 透 過 液 除 去 お よ び 水 添 加 の こ の 工 程 （ ダ イ ア フ ィ ル ト レ ー シ ョ ン ） を 再 度 ２ 回 繰
り 返 し 、 そ の 結 果 膜 供 給 タ ン ク に 添 加 し た 水 の 総 容 量 は ５ ６ ７ ． ８ Ｌ （ １ ５ ０ ガ ロ ン ） で
あ っ た 。 膜 供 給 タ ン ク に 添 加 し た 水 す べ て お よ び 膜 供 給 タ ン ク に 添 加 し た 本 来 の 供 給 容 量
の 約 ８ ０ ％ が 透 過 液 と し て 除 去 さ れ 、 そ の 結 果 除 去 さ れ た 透 過 液 の 総 容 量 は ８ ７ ０ ． ６ Ｌ
（ ２ ３ ０ ガ ロ ン ） で あ っ た 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 膜 系 か ら 収 集 し た 濃 縮 液 を 、 １ 分 当 た り ９ ４ ６ ｍ ｌ （ １ 分 当 た り ０ ． ２ ５ ガ ロ ン ） の 流
速 で ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 系 へ 供 給 し た 。 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 系 は 、 連 続 し て つ な げ た ５ 本 の カ
ラ ム か ら 構 成 さ れ て お り 、 カ ラ ム は そ れ ぞ れ 、 White Plains, New Yorkに あ る Mitsubishi
 Chemical Americaか ら の Ｓ Ｐ ８ ２ ５ で あ る 合 成 吸 着 性 樹 脂 ５ ． ０ Ｌ を 含 有 し て い た 。 し
た が っ て 、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 系 は 、 ２ ５ ． ０ Ｌ の 樹 脂 を 有 し 、 カ ラ ム す べ て を 通 過 さ せ た
後 の 膜 濃 縮 液 を 収 集 し た 。 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 処 理 懸 濁 液 を 約 ８ ２ ． ２ ℃ （ １ ８ ０ ° Ｆ ） で
低 温 殺 菌 し て 、 垂 直 ス プ レ ー 乾 燥 機 中 で 高 圧 ポ ン プ 供 給 ス プ レ ー ノ ズ ル を 用 い て 噴 霧 乾 燥
し た 。 乾 燥 さ せ た 製 品 を 分 析 し て 、 そ の 含 有 量 を 決 定 し た 。 分 析 結 果 を 表 １ ２ に 示 す 。 結
果 は す べ て 、 別 記 し な い 限 り 、 乾 燥 し た 重 量 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
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【 表 １ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 発 明 は 好 ま し い 意 向 (design)を 有 す る も の と し て 記 載 し て き た が 、 本 発 明 は 、 こ の 開
示 の 精 神 お よ び 範 囲 内 で さ ら に 変 更 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 出 願 は 、 そ の 一
般 的 原 理 を 用 い た 本 発 明 の 任 意 の 変 更 、 使 用 ま た は 適 合 を 網 羅 す る も の と さ れ る 。 さ ら に
、 本 出 願 は 、 本 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 に お い て 既 知 ま た は 慣 例 の 実 施 内 に 当 た る 場 合 で 、
か つ 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 限 定 の 範 疇 に あ る こ の 開 示 か ら の か か る 逸 脱 を 網 羅 す る も の
と さ れ る 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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